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白
鷹
町
誕
生
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周
年
記
念
表
彰

●
個
人

加
藤　

仁
一
（
横
田
尻
）

江
口　

諄
一
（
山
口
）

児
玉　

忠
衛
（
山
形
市
）

金
田　
　

肇
（
横
田
尻
）

樋
口
三
次
郎
（
深
山
）

奥
山　

敬
良
（
鮎
貝
）

宮
城　

光
男
（
鮎
貝
）

長
谷
川
俊
夫
（
畔
藤
）

髙
田　

平
吉
（
中
山
）

渋
谷　

佐
内
（
十
王
）

海
野　

林
作
（
山
形
市
）

髙
橋　

誠
三
（
高
玉
）

新
野　

晃
敏
（
鮎
貝
）

今　

利
一
郎
（
深
山
）

川
部　

丑
蔵
（
東
京
都
）

安
部　
　

敏
（
山
形
市
）

多
田　

久
男
（
荒
砥
）

文
屋　

正
道
（
荒
砥
）

安
久
津
ト
モ
（
菖
蒲
）

渡
部　
　

博
（
下
山
）

元
木　

昭
司
（
横
田
尻
）

丸
川　

晃
一
（
横
田
尻
）

高
野　

節
子
（
荒
砥
）

迎
田　

順
子
（
畔
藤
）

児
玉
喜
一
郎
（
高
玉
）

安
部
マ
チ
子
（
十
王
）

小
形　

秀
一
（
荒
砥
）

菅
野　

次
雄
（
仙
台
市
）

菅
野　

大
祐
（
仙
台
市
）

渡
邉　

一
輝
（
仙
台
市
）

相
澤　

祐
孝
（
仙
台
市
）

佐
藤　

翔
太
（
仙
台
市
）

早
坂　

直
登
（
仙
台
市
）

片
山　

時
美
（
高
玉
）

村
上　

謙
二
（
浅
立
）

横
沢　

榮
子
（
黒
鴨
）

●
団
体

山
形
交
響
楽
団
白
鷹
町
実
行
委
員
会

高
玉
芝
居
「
高
榮
会
」

白
鷹
太
鼓
鷹
翔
会

西
中
進
路
セ
ミ
ナ
ー
親
の
会

株
式
会
社　

ア
ム
ザ
ッ
ク

白
鷹
町
そ
ば
の
里
づ
く
り
振
興
会

の
ど
か
村

白
鷹
紅
の
花
を
咲
か
せ
る
会

ま
ぁ
・
ど
ん
な
会

ぬ
く
も
り

十
王
百
笑
の
会

十
二
の
桜
会

農
事
組
合
法
人

サ
ン
フ
ァ
ー
ム
し
ら
た
か

白
鷹
町
日
本
語
学
校

白
鷹
町
商
工
会
女
性
部

白
鷹
町
商
工
会
建
工
部
会

米
沢
工
業
教
護
会
白
鷹
地
区
Ｏ
Ｂ
会

白
鷹
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

白
鷹
町
交
通
安
全
母
の
会

白
鷹
町
ホ
ン
ダ
会

白
鷹
町
健
康
づ
く
り

推
進
員
連
絡
協
議
会

だ
い
こ
ん
の
会

お
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え
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な
さ
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コ
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委
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鷹
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県
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坂
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冬
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選

佳
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五
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歳
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こ
れ
か
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設
計
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高　
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高
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子
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孫
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ゲ
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迎
え　
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一
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苦
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い
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度
越
え
た
金
婚
譜　
　
　
　
　

柏　

原　

片
倉
し
ず
江

　

〃　

半
世
紀
絆
の
重
さ
締
め
直
す　
　
　
　
　
　

横
田
尻　

酒
井　

耕
心

　

〃　
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職
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途
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川
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生
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が
聞
く　
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生　
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泡
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ア
ル
カ
デ
ィ
ア
目
指
す
歩
み
の
五
十
年　
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口　

安
部　

笙
児

　

〃　

晩
成
の
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相
を
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い
て
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鮎　
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土
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文
香
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遠
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こ
の
里
に
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き
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よ
か
っ
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五
十
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荒
砥
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菊
地　

克
二
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五
十
年
母
と
い
う
字
は
忙
し
い　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

　

〃　

人
生
勉
強
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
五
十
歳　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

　

〃　
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十
年
節
目
の
紐
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締
め
直
す　
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口　
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部
喜
美
子

　

〃　

凡
夫
婦　

子
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鎹
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す
が
いの
五
十
年　
　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

　

〃　

五
十
年　

物
は
豊
か
に
な
り
ま
し
た　
　
　

小
山
沢　

吉
田　

ち
よ

　

〃　

五
十
年　

孫
の
バ
ト
ン
が
走
っ
て
る　
　
　

高　

玉　

児
玉　

路
風

五
客　

五
十
年　

辛こ
ぶ
し夷
も
根
っ
こ
張
り
ま
し
た　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

　

〃　

自
分
史
に
描
き
足
り
な
い
五
十
年　
　
　
　

高　

玉　

樋
口　

一
杯

　

〃　

半
世
紀　

土
台
揺
る
が
ぬ
町
作
り　
　
　
　

横
田
尻　

古
名　

紅
玉

　

〃　

金
婚
譜　

婦
唱
夫
随
の
お
茶
の
味　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

　

〃　

五
十
年　

明
日
を
拓
く
詩
が
あ
る　
　
　
　

荒
砥
乙　

梅
沢　

草
路

人
位　

記
念
樹
に
花
も
実
も
な
る
五
十
年　
　
　
　

山　

口　

鈴
木　

弥
生

地
位　

半
世
紀　

変
わ
ら
ぬ
山
河　

人
情
も　
　
　

高　

玉　

児
玉　

南
風

天
位　

五
十
年　

一
粒
の
種
子
森
に
な
る　
　
　
　

荒
砥
乙　

高
橋　

白
兎

次
回
課
題　

「
別
」
十
月
末
日
ま
で　

「
笑
」
十
一
月
末
日
ま
で

一
題
三
句
は
が
き
に
て　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

白
鷹
町
誕
生
50
周
年
記
念
川
柳
大
会　

課
題�
五
十
�
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私
�
夢西

中
学
校　

３
年　

佐
藤　

充

　

僕
の
夢
は
甲
子
園
の
マ
ウ
ン
ド
に
立
つ
と

い
う
こ
と
で
す
。
理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
甲
子
園
の
マ
ウ
ン
ド
は
高
校
球

児
の
あ
こ
が
れ
の
場
所
、
夢
の
舞
台
だ
か
ら

で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
大
観
衆
を
背
に
し
て
、
独

特
で
夢
の
雰
囲
気
を
持
つ
マ
ウ
ン
ド
か
ら
、

投
げ
て
み
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

今
年
も
高
校
野
球
は
、
甲
子
園
で
数
々
の

ド
ラ
マ
を
生
み
ま
し
た
。
そ
の
中
で
僕
が
一

番
心
に
残
っ
た
の
は
、
春
の
大
会
で
の
場
面

で
し
た
。

　

最
終
回
ツ
ー
ア
ウ
ト
ツ
ー
ス
ト
ラ
イ
ク
ま

で
追
い
込
み
、
あ
と
ワ
ン
ス
ト
ラ
イ
ク
で
勝

利
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
ホ
ー

ム
ラ
ン
を
打
た
れ
、
負
け
て
し
ま
う
と
い
う

場
面
で
す
。

　

そ
こ
に
は
、
野
球
の
お
も
し
ろ
さ
や
、
感

動
、
夢
が
つ
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
場
面
か
ら
も
、
僕
は
あ
こ
が
れ
の
甲
子

園
で
夢
や
感
動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
投
手

に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
が
わ
い
て
き
ま
し

た
。

　

夢
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
日
頃
の
練
習

や
努
力
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

毎
日
や
っ
て
い
る
こ
と
で
も
、
目
的
も
な
く

だ
ら
だ
ら
と
練
習
し
て
い
れ
ば
身
に
つ
く
も

の
も
身
に
つ
か
な
く
な
る
と
思
う
し
、
何
も

考
え
ず
に
練
習
し
て
い
れ
ば
、
練
習
の
た
め

の
練
習
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

僕
は
、
自
分
の
夢
の
実
現
の
た
め
に
、
自
分

に
身
に
つ
く
練
習
や
努
力
を
一
生
懸
命
や
っ

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
僕
は
、
将
来
的
に
も
ず
っ
と
野
球

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

今
の
小
さ
い
子
供
達
は
、
外
で
遊
ぼ
う
と
せ

ず
、
家
の
中
で
ゲ
ー
ム
を
し
て
遊
ん
だ
り
と

い
う
子
供
が
増
え
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
僕
は
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
野
球
で
、

子
供
達
に
野
球
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
、
子

供
達
に
も
夢
を
与
え
て
、
次
の
時
代
を
支
え

る
子
供
達
を
つ
く
っ
て
い
け
る
指
導
者
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

実
際
僕
も
小
学
校
４
年
の
頃
か
ら
野
球
の

お
も
し
ろ
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
に
入
団
し
て
野
球
を
は
じ
め
た
僕
で

し
た
が
、
時
に
は
練
習
を
休
ん
だ
り
、
厳
し

さ
か
ら
も
う
や
め
よ
う
か
な
と
思
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
初
め
て
出
場
さ
せ

て
も
ら
っ
た
試
合
で
ヒ
ッ
ト
を
打
っ
た
と
き
、

そ
の
気
持
ち
よ
さ
を
味
わ
っ
て
、
野
球
っ
て

な
ん
て
お
も
し
ろ
い
ん
だ
ろ
う
と
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
。
こ
の
お
も
し
ろ
さ
を

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
実
感
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
僕
は
体
づ
く
り
の
た
め
、
家
で
チ
ュ

ー
ブ
を
使
っ
た
軽
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
受
験
ま
で

続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
高

校
球
児
に
な
っ
た
ら
、
ま
ず
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー

を
目
指
し
、
次
に
は
、
甲
子
園
の
マ
ウ
ン
ド

を
目
指
し
て
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま

す
。
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和
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年�

�
一
町
五
�
村
�
合
併
�
�
白
鷹
町

�
�
�
�
�
�

�
誕
生
�

昭
和
30
年�

�
朝
日
町
針
生
地
区
�
白
鷹
町
�
編

�
�
�
�
�
�

入
合
併
�

昭
和
32
年�

�
荒
砥
橋
完
成
�
永
久
橋
�
�
�
�

昭
和
34
年�

�
白
鷹
町
章
�
白
鷹
町
民
歌
制
定
�

昭
和
35
年�

�
白
鷹
町
商
工
会
�
誕
生
�

昭
和
37
年�

�
町
営
火
葬
場
�
完
成
�

昭
和
39
年�

�
新
庁
舎
�
完
成
�

昭
和
40
年�

�
白
鷹
町
農
業
協
同
組
合
�
発
足
�

昭
和
42
年�

�
羽
越
水
害
発
生
�
住
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失
�
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�

�
�
�
�
�
�

田
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�
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�
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井
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出
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�
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18
日
間
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通
�
�
�
�

昭
和
43
年�

�
国
鉄
長
井
線
廃
止
問
題
起
�
�
�

昭
和
46
年�

�
黒
滝
橋
�
完
成
�
菖
蒲
�
高
岡
�

�
�
�
�
�
�

渡
�
船
廃
止
�

�
�
�
�
�

�
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�
荒
山
地
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潟
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鷹
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�
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憲
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光
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催
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�
�
�
�
�

風
�
�
�
�
�
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�
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共
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水
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始
�
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和
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�
�
�
長
井
線
�
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三
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
長
井
線
�
�
�
再
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�
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元
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�
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�
�
�
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催
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�
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鷹
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介
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未
来
�
白
鷹
町
�
私

東
中
学
校　

３
年　

鎌
田
潤
一

　

最
近
の
イ
ラ
ク
戦
争
や
テ
ロ
な
ど
の
世
界

情
勢
を
み
て
い
る
と
、
本
当
に
今
、
平
和
に

暮
ら
し
て
い
る
こ
と
の
尊
さ
を
実
感
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
町
誕
生
50
周
年
を
迎
え
、
私
が
こ

の
白
鷹
町
の
将
来
に
望
む
こ
と
は
、
白
鷹
町

が
私
達
の
よ
き
ふ
る
さ
と
と
し
て
い
つ
ま
で

も
あ
り
続
け
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
、
い
つ

ま
で
も
安
全
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
で

あ
り
続
け
る
こ
と
で
す
。

　

毎
日
と
い
っ
て
い
い
程
、
ど
こ
か
ら
と
も

な
く
救
急
車
や
消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
の
音
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。
あ
の
響
き
を
聞
く
と
心

が
落
ち
着
か
な
い
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。
決
し
て
、
い
い
響
き
で
は
な
く
、
私
に

は
残
酷
な
叫
び
に
も
聞
こ
え
ま
す
。
ま
た
、

誰
か
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
る
か
と
思
う
と
、

何
か
も
や
も
や
し
た
気
持
ち
が
と
り
つ
い
て

し
ま
う
よ
う
な
感
じ
に
も
な
り
ま
す
。

　

私
は
、
将
来
の
白
鷹
町
か
ら
こ
の
よ
う
な

不
安
を
少
し
で
も
取
り
除
く
た
め
に
、
消
防

士
に
な
っ
て
町
民
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
、

最
大
の
夢
で
す
。
消
防
士
と
は
、
尊
い
命
を

救
う
た
め
に
、
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の
場
所

で
働
く
仕
事
で
す
。
一
言
で
消
防
士
と
い
っ

て
も
、
消
防
隊
員
や
特
別
救
助
隊
員
、
救
急

隊
員
な
ど
た
く
さ
ん
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
仕
事
も
、
住
民
の
生
命
や
財
産
と
直
接

関
わ
り
の
あ
る
重
要
な
仕
事
ば
か
り
で
す
。

　

私
が
消
防
士
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
の
は

小
学
生
の
と
き
に
、
た
ま
た
ま
火
災
の
現
場

を
見
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
激
し
い
炎
に
立

ち
向
か
っ
て
い
く
消
防
隊
員
の
姿
に
、
く
ぎ

づ
け
に
な
り
ま
し
た
。
消
火
活
動
中
の
個
人

の
動
き
も
は
や
く
、
と
に
か
く
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
良
さ
を
一
番
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

訓
練
の
様
子
な
ど
を
見
る
機
会
が
あ
り
、
仲

間
同
士
で
励
ま
し
合
い
、
互
い
に
磨
き
合
っ

て
い
る
様
子
を
見
て
、
消
防
士
に
な
り
た
い

と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
消
防
士
に
な
る
に
は
、
並
大
抵
の
努

力
で
は
な
れ
な
い
、
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
、
身
体
能
力
に
優
れ
、
健
康
な

体
を
持
っ
た
人
で
な
け
れ
ば
、
危
険
な
現
場

で
の
活
動
で
、
自
分
の
体
も
住
民
の
命
も
守

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
、
奉
仕

の
精
神
と
遵
法
の
精
神
を
強
く
求
め
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
私
は
、
消
防
士
と
い
う
難
し

い
職
業
を
目
指
し
て
、
知
力
は
も
ち
ろ
ん
そ

の
他
の
必
要
な
事
柄
の
土
台
作
り
を
、
今
、

中
学
生
活
の
中
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
私
は
、
東
中
生
徒
会
の
副
会
長

と
な
り
、
生
徒
会
長
を
助
け
、
た
く
さ
ん
の

行
事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
私
達
東
中
学
校

で
は
、
数
年
前
か
ら
続
い
て
い
る
プ
ル
タ
ブ

・
ア
ル
ミ
缶
回
収
が
伝
統
と
な
り
、
今
で
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
の
ご
協
力
も

あ
っ
て
年
々
回
収
率
は
上
が
っ
て
い
ま
す
。

車
椅
子
だ
け
で
な
く
、
生
徒
の
奉
仕
へ
の
意

識
と
い
う
面
で
も
大
き
な
成
果
を
得
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
現
在
の
高
齢
化
社
会
を
考
え

て
も
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
車
椅
子
は
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
一
体

と
な
っ
て
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
高
齢
者
の
方
に
も
快
適
で
安
全
な
生
活

が
送
れ
、
住
み
よ
い
町
が
作
ら
れ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
、
緑
や
河
な
ど
の
自
然
に
恵
ま
れ
、

あ
た
た
か
い
地
域
の
方
々
に
囲
ま
れ
て
生
活

し
て
き
ま
し
た
。
私
は
、
住
み
よ
く
、
安
全

な
こ
の
町
へ
の
誇
り
と
未
来
へ
の
希
望
で
心

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
我
が
町
、
白
鷹
町
が
私

達
の
よ
き
ふ
る
さ
と
と
し
て
い
つ
ま
で
も
あ

り
続
け
る
こ
と
、
そ
し
て
ま
す
ま
す
の
町
の

ご
発
展
を
願
い
な
が
ら
、
夢
に
向
か
っ
て
精

一
杯
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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催
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青木邦明さん
アトリエＡＯＫＩ代表　　
（社）日展会友
（社）現代工芸美術家協会本会員
山形市在住　白鷹町蚕桑出身
町内公園への工芸作品の設置や滝野交
流館における創作活動等による文化振
興に貢献していただいています。

安部俊彦さん
飲食店「もー吉」経営者
東京都在住　白鷹町十王出身
白鷹の食材を生かした山形の郷土料理
や地酒を振舞う飲食店を経営し、「食」
を通した郷土のＰＲに貢献していただ
いています。

伊藤淳子さん
（株）エイガアル代表取締役
おすそわけ．Com しらたか団長
東京都在住
「おすそわけ」精神で白鷹の食材を提
供する流通システムの首都圏における
開拓者として、また熱心な白鷹応援団
として貢献していただいています。

井上良弘さん
リコー・ヒューマン・クリエイツ（株）
販売教育事業部推進室長
多摩大学講師　首都圏白鷹会副幹事長
神奈川県在住　白鷹町荒砥出身
首都圏で幅広く活躍されているほか、
首都圏白鷹会の役員として、町との交
流や情報発信に貢献していただいてい
ます。

小形雄二さん
（株）東京乾電池オフィス代表取締役
（株）ファザーズコーポレーション代表取締役
（株）アルタミラピクチャーズ専務取締役
東京都在住　白鷹町東根出身
芸能文化分野で広く活躍されており、
国民文化祭のパネラー、しらたか的音
楽映画塾プロデュース等の文化振興で
貢献していただいています。

加藤栄助さん
加藤事務所代表
首都圏白鷹会副幹事長
東京都在住　白鷹町蚕桑出身
首都圏で会社を経営して活躍されてい
るほか、首都圏白鷹会の役員として、
町との交流や情報発信に貢献していた
だいています。

小口英吉さん
山形県立霞城学園高等学校長
首都圏白鷹会会員
山形市在住　白鷹町鮎貝出身
山形県初の民間出身者の校長として活
躍されているほか、首都圏白鷹会会員
として常に情報発信に貢献していただ
いています。

武田節子さん
パレスグランデール専務取締役
山形市・白鷹ふるさと会副会長
山形市在住　白鷹町鮎貝出身
山形市の教育委員として活躍されて
いるほか、山形市・白鷹ふるさと会の
副会長として貢献していただいていま
す。

塚原光英さん
（株）日本経済社メディア本部新聞雑誌局
　　新聞第２グループマネージャー
埼玉県在住　白鷹町荒砥出身
首都圏のメディア分野で活躍されてお
り、情報の受発信に貢献していただく
ことが期待されます。

平木市子さん
（株）川島織物東京ショールーム

インテリアコーディネーター
首都圏白鷹会会員
神奈川県在住　白鷹町荒砥出身
インテリア分野で活躍されているほ
か、首都圏白鷹会会員として交流、情
報発信に貢献していただいています。

白鷹町ふるさと交流大使をご紹介します
　白鷹町は、町誕生50周年の節目を迎え、新たな一歩を踏み出しました。県内の自治体に先駆けて情報の
共有、町民参画を基本に、町民と町が協力して自立のまちづくりを目指し制定した「協働のまちづくり条
例」を制定しました。その理念のもと、多様な視点や知識、意見をお持ちの町出身者や町にゆかりのある
人と連携してまちづくりに生かすため、10月１日、まちづくり応援団として積極的にご貢献いただけるか
たを「白鷹町ふるさと交流大使」としてご委嘱申し上げました。大使の皆さんには、首都圏等において白
鷹町情報の発信やまちづくりへの助言をいただくことになります。
　どうぞよろしくお願いします。

■問い合わせ　商工観光課観光交流係（☎85－6136）

お名前は50音順です。
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白鷹町誕生50周年記念事業

白鷹エネルギーまつり
もし今、電気が止まったらあなたはどうしますか？

　わたしたちの暮らしは、電気や石油、ガスなどの化石燃料に依存しています。しかし、化石燃料の多用は
地球温暖化などの大きな問題となっているほか、その化石燃料も無尽蔵ではないことにはなかなか気づかな
いのではないでしょうか。
　白鷹町誕生50周年というこの節目の年に、環境問題をエネルギーの視点からみんなで考えたいと思います。

■日時　10月24日（日）
　　　　午前９時～午後４時
■会場　第１会場：パワーセンター白鷹
　　　　第２会場： （株）アムザック

パワーセンター会場（9：00～16：00）
☆しらたかのエネルギー（9:30～10:30）
太陽光やバイオマスなどに代表される「新
エネルギー」について勉強する講演会です。
講師：東北緑化環境（株）加藤尚志氏
☆しらたか的エネルギーわ～くしょっぷ
（13:30 ～ 15:45）
「ちょんまげ先生」こと高橋信博さんと一
緒に楽しく、ためになる時間をすごしませ
んか。（募集人員50人　事前に事務局までお
申し込みください。）
☆親子えねるぎー教室
アムザック会場見学、白鷹産炭使用の乾電
池実験、ソーラーカー工作教室など親子で
参加する勉強会です。参加費は大人のみ500
円（昼食付）です。（事前に事務局までお申
し込みください。）
☆水車が電気をおこす!?
「しらたか的水車発電装置」が展示されま
す。山形県の産業まつりにも出展された装
置です。一見の価値あり!!
☆ゴミ減量講習会
ＥＭぼかしを使った講習会。参加者には「な
たねかす」から作ったぼかしをプレゼント。
☆しらたか的フリーマーケット
フリマの会「こいこい」、農林友の会の協力
によりフリーマーケットを行います。なお、
参加希望のかたは事務局までお申し込みく
ださい。
☆ペレットストーブいろいろ 
ペレットストーブは、おがくずなどの木を
原料として作られるペレットを燃料とする
ストーブです。石油に引けを取らない熱量
を持ち、最近注目されています。
☆売店＆試食コーナー　

アムザック特設会場（9：00 ～16：00）
★天ぷら油で耕うん機バスが走る!?
天ぷら油から作られるＢＤＦ（バイオディ
ーゼルフューエル）が耕うん機の燃料とな
ります。
★ソーラーカーが白鷹にやってくる!!
国立鶴岡工業高等専門学校のソーラーカー
がアムザックに…。
★ハイブリッド発電システムをみよう!!
アムザックで今年設置した風車と太陽光に
よる発電システムです。
★買物はこのサイズの車がお奨め!? 
２人乗小型自動車を展示します。
★太陽パネル＆ソーラーグッズ展示販売
くらしに役立つソーラーグッズのあれこれ。
ケータイの充電コーナーもあるよ!!
★ソーラーパワーでデザイングラスを作ろう
ソーラーパワーで動く道具を使って、オリ
ジナルデザインのグラスを作りませんか。
（材料費【グラス代】100円）
★「100万人のキャンドルナイト」

深山焼コラボレーション
～でんきを消して、スローな夜を～
冬至の日、12月22日の夜、8時～10時の2時
間、みんなでいっせいに電気を消しましょ
う。この「100万人のキャンドルナイト」に
参加するために深山焼の燭台を作りません
か。（40組限定　材料費：ペアで1,000円）

主催　白鷹エネルギーまつり実行委員会  （実行委員長　宮城 和馬）
共催　白鷹町、白鷹町教育委員会、県立荒砥高等学校
後援　山形県、山形新聞・山形放送、西置賜ふるさと森林組合
協賛　（財）白鷹町アルカディア財団、テルス（株）、白鷹運送（株）、丸ト建設（株）、（株）アムザック、他各社 【順不同】
■申込・問い合わせ　役場内事務局　政策改革課企画・協働のまちづくり推進係（☎85－6123）
　　　　　　　　　　　　　　　　　町民課くらし・環境推進係（☎85－6131）
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白鷹町役場ではISO14001の認証を

取得しました
　

白
鷹
町
で
は
、
昨
年
10
月
１
日

の
町
長
に
よ
る
キ
ッ
ク
オ
フ
宣
言

を
皮
切
り
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
認
証
取
得
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
９
月
15

日
国
際
規
格
の
認
証
を
取
得
し
、

10
月
１
日
授
与
式
が
行
わ
れ
登
録

証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
取
得
�
�
�
�

　

現
在
、
わ
た
し
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
は
地
球
温
暖
化
や
オ
ゾ
ン

層
の
破
壊
、
酸
性
雨
な
ど
深
刻
な

地
球
環
境
問
題
が
発
生
し
、
身
近

な
と
こ
ろ
で
は
環
境
ホ
ル
モ
ン
や

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
原
因
は
局
所
的
で

も
、
汚
染
は
地
域
、
国
を
越
え
地

球
規
模
で
ま
す
ま
す
進
行
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
古
典
桜
を

は
じ
め
と
す
る
自
然
環
境
豊
か
な

美
し
い
白
鷹
町
で
は
、
こ
の
地
球

環
境
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
ま

ず
は
自
治
体
自
ら
が
事
業
者
・
消

費
者
の
代
表
と
し
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
１
を
取
得
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

�
�
�
�
�
�

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
はInternational O

rg
anization for Standardization

（
国
際
標
準
化
機
構
）
の
略
称
で
、

電
子
関
係
を
除
く
工
業
製
品
に
関

す
る
国
際
規
格
の
制
定
と
普
及
を

目
的
に
１
９
４
７
年
２
月
23
日
に

発
足
し
、
本
部
は
ス
イ
ス
の
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
に
あ
り
ま
す
。
２
０
０
以

上
の
審
議
会
に
て
規
格
を
考
案
し

審
議
す
る
機
関
で
、
会
員
は
各
国

の
代
表
的
標
準
化
団
体
で
、
１
カ

国
１
団
体
に
限
ら
れ
、
日
本
で
は

日
本
工
業
標
準
調
査
会
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ

Ｃ
）
が
会
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
は
企
業
や

自
治
体
な
ど
が
活
動
す
る
際
「
環

境
に
対
す
る
負
荷
を
軽
減
す
る
活

動
を
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の

仕
組
み
を
規
定
す
る
国
際
規
格
」

で
１
９
９
６
年
に
発
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
仕
組
み
の
中
に
「
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」
と
い
う
の
が
あ

り
、
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ（
計
画
）、Ｄ
ｏ（
実

施
）、Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ（
点
検
）、
Ａ
ｃ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
見
直
し
）
と
い
う
英

語
の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
、

常
に
こ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ

り
、
さ
ら
な
る
向
上
を
望
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

認証取得に向けた経過

平成15年 10月１日 町長が全職員に向けてキック
オフ宣言

10月１日 環境管理推進員会設置

12月１日 （株）ぎょうせいへ
コンサル依頼

平成16年 １月26日～27日 ISO14001基礎研修

５月17日 管理職員研修

５月20日 環境管理マニュアル策定

５月31日～
６月１日

スタートアップ研修

６月１日 白鷹町環境方針策定

６月１日 システム運用開始

６月７日 （株）日本環境認証機構(ＪＡＣ
Ｏ)に審査登録機関決定

７月26日 内部環境監査員研修

７月29日～30日 審査登録機関による初動審査

８月10日 内部環境監査実施

８月30日 町長による見直し

９月１日 環境管理マニュアル改訂

９月２日～３日 審査登録機関による本審査

９月15日 ISO14001認証取得

10月１日 登録証授与

 

 

環境方針

実施・運用点検・是正

見直し 計画

Plan

DoCheck

Action
 ＰＤＣＡサイクルによる

継続的改善

環境マネジメントシステムモデル

繰り返しながら 
継続的改善
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白鷹町役場ではISO14001の認証を

取得しました

白　鷹　町　環　境　方　針

《基本理念》

朝日連峰と白鷹丘陵、最上川がおりなす四季折々が美しい白鷹町は、豊かな環境に恵まれ、地域の長い

歴史・風土と多くの先人達の営みにより育まれてきました。

　私たちは、この恵み豊かな環境を維持し、発展させ、将来の世代に継承していく責務があり、環境の

保全と創造に努めることを決意し、白鷹町環境基本条例を制定しました。さらに、これに基づき、「美し

いしらたかを未来の子どもたちへ」をテーマとし、環境保全と創造に関する環境施策を定めた白鷹町環

境基本計画を策定しました。

　白鷹町では今後さらに第４次白鷹町総合計画のテーマでもある、「人・自然ともにきらめき、心豊かな

美しい郷」の理念を推進するために、資源循環型社会の推進など、自らの活動に伴う環境負荷の低減を

めざし、すべての生物の源となる地球環境保全活動への積極的な行政運営を実施します。

　私たちは、今こそ資源の有限性を認識することにより、人と自然が共生し、環境への負荷の少ない持

続的に発展することができる、循環を基調とした社会の構築を目指し行動しなければなりません。

　このために、環境保全に対する職員の意識改革を図り、地域住民活動の率先垂範となるためにも、国

際規格に則した「環境マネジメントシステム」を構築し、その実践を通じて、持続的発展の可能な社会

の実現を目指します。

《基本方針》

　白鷹町は基本理念に基づき、実現するためには環境への影響を最小限にすることが重要な課題である

ことから、次のような環境保全に関する活動を積極的に行います。

１．白鷹町環境基本条例に基づき、良好な環境の保全と創造に努めます。

２．古典桜をはじめとする自然環境や歴史的・文化的資源を保全し、協働による美しいまちづくりを推

　進します。

３．省エネルギー、省資源化、地球資源の保護、廃棄物削減、リサイクル推進、グリーン購入を促進し

　ます。

４．公共事業における環境への負荷の低減を図り、環境に配慮した町づくりをすすめます。

５．環境関連の法規制及びその他の要求事項を遵守するとともに、環境に対する汚染の予防に努めます。

６．環境目的と環境目標を設定し、定期的に見直しながら環境マネジメントシステムを継続的に改善し

　ます。

７．全職員が環境方針を理解し、一層の意識向上を図るため継続的に教育・研修を行います。

８．環境方針及び実施成果を広く一般に公表します。

　　　　　　　　　　　　平成１６年６月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白鷹町長　　
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15
年
度
の
行
財
政
運
営
は
、
第
４
次

白
鷹
町
総
合
計
画
の
推
進
に
向
け
、
開

か
れ
た
町
政
の
展
開
を
図
り
な
が
ら
各

種
事
業
や
計
画
策
定
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
財
政
の
健
全
性
に
も
配
慮
し
予

算
の
執
行
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
歳
入
・
歳
出
総
額
と
も
に
昨
年

度
を
３
・
５
％
下
回
る
結
果
と
な
り
、

収
支
差
引
３
億
５
７
６
３
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
指
標
的
に
は
、
町
税
や
地
方

交
付
税
の
減
少
、
借
入
金
返
済
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を

見
る
経
常
収
支
比
率
が
91
・
０
％
と
な

り
昨
年
度
よ
り
１
・
８
％
上
昇
し
ま
し

た
。
借
入
金
関
係
の
指
標
と
な
る
公
債

費
比
率
は
20
・
４
％
（
＋
１
・
２
％
）、

起
債
制
限
比
率
も
14
・
１
％
（
＋
０
・

５
％
）
と
前
年
度
を
上
回
っ
て
お
り
、

財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
、
町
税
は
景
気
の
影

響
な
ど
に
よ
り
、
町
民
税
の
う
ち
個
人

所
得
割
が
▲
９
・
３
％
、
法
人
税
割
も

▲
７
・
４
％
と
な
り
全
体
で
は
▲
８
・

４
％
。
固
定
資
産
税
は
、
家
屋
が
評
価

替
え
の
影
響
な
ど
か
ら
▲
12
・
２
％
と

な
り
、
町
税
全
体
で
は
▲
６
・
９
％
と

な
り
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
は
▲
７
・

５
％
、
国
庫
支
出
金
は
障
害
者
及
び
障

害
児
支
援
費
の
制
度
変
更
に
よ
り
増
加
、

県
支
出
金
は
畜
産
振
興
総
合
対
策
事
業

の
影
響
に
よ
り
増
加
、
地
方
債
は
単
独

事
業
の
減
に
よ
り
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、「
歳
出
を
目
的
別
に
見
る
と
」

　

を
参
照
。

決 

算

使ったお金は

82億8,516万円

地方債（借入金）残高129億6,771万円
（昨年度比　▲3億4,559万円）

歳入総額　86億4,279万円

▼
第
18
回
国
民
文
化
祭
�
地
芝
居
の
祭
典
�

平成15年度　一般会計

町税
11億5,705万円

13.4％

その他
（自主財源）
9億1,014万円

10.5％

地方交付税
38億5,117万円

44.6％

国庫支出金
3億837万円

3.6％

県支出金
8億6,565万円

10.0％

町債
11億7,200万円

13.6％

その他
（依存財源）
3億7,841万円

4.3％

自
主

財
源

依存
財
源

普通交付税
35億21万円

40.5％

特別交付税
3億5,096万円

4.1％

その他（自主財源）内訳 金額 構成比（％）

分担金及び負担金 5,184万円  0.6

使用料及び手数料 1億2,702万円  1.5

財産収入 854万円  0.1

寄附金 73万円  0.0

繰入金 2億4,608万円  2.8

繰越金 3億7,140万円  4.3

諸収入 1億　453万円  1.2

小　計 9億1,014万円 10.5

町税内訳 金額 構成比（％）

町民税 4億2,026万円  4.9

固定資産税 5億6,539万円  6.6

軽自動車税 3,362万円  0.4

たばこ税 7,954万円  0.9

入湯税 1,150万円  0.1

都市計画税 4,674万円  0.5

小　計 11億5,705万円 13.4

その他（依存財源）内訳 金額 構成比（％）

地方譲与税 1億2,344万円 1.4

利子割交付金 1,088万円 0.1

地方消費税交付金 1億4,584万円 1.7

自動車取得税交付金 5,425万円 0.6

地方特例交付金 4,083万円 0.5

交通安全対策特別交付金 317万円 0.0

小　計 3億7,841万円 4.3

特別会計・事業会計
歳　入 歳　出

十王財産区特別会計 240万円 42万円

下水道特別会計 10億　803万円 9億9,277万円

国民健康保険特別会計 13億7,624万円 13億　369万円

老人保健特別会計 18億　710万円 18億　125万円

農業集落排水特別会計 3億9,581万円 3億8,969万円

訪問看護特別会計 4,852万円 3,484万円

介護保険特別会計 11億1,325万円 11億1,261万円

水道事業会計＜収益的収支＞（税抜） 3億6,125万円 3億1,141万円

水道事業会計＜資本的収支＞（税込） 1億5,922万円 3億1,431万円

病院事業会計＜収益的収支＞（税抜） 12億4,892万円 12億1,460万円

病院事業会計＜資本的収支＞（税込） 0万円 8,635万円
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使われたお金

486,618円

納めていただいた町税

67,958円

地方交付税・国県支

出金・地方債など

町民一人あたりの金額は、平成16年3月31日現在の町の人口

17,026人で割ったのものです。

町民一人あたりで見てみると（一般会計分）

借入金の残高

761,642円

歳出総額　82億8,516万円

▼

梅
津
五
郎
画
伯
遺
作
展

人件費
15億5,824万円

18.8％

公債費
17億9,400万円

21.7％

扶助費
4億9,313万円

5.9％

物件費
8億920万円

9.8％

維持補修費
2億4,829万円

3.0％

補助費等
9億7,485万円

11.8％

投資的経費
13億5,824万円

16.3％

その他
10億4,921万円

12.7％

普通建設事業費
13億5,391万円

16.3％

災害復旧事業費
433万円

0％

義
務
的
経
費

任
意
的
経
費

その他内訳 金額 構成比（％）

積立金 1億　408万円  1.3

投資及び出資金、貸付金 6,637万円  0.8

繰出金 8億7,876万円 10.6

小　計 10億4,921万円 12.7

歳出を目的別に見てみると
　　区　分　　　　　金　　額　　（一人当たり金額）　　構成比

●民生費　14億5,196万円（85,279円）　17.5％
　いきいきネットワーク事業や緊急通報システムの整備、障害者支援費制度
など高齢者・障害者福祉の推進に取り組みました。子育て支援として、引き
続き、乳児保育や一時保育等の特別保育事業をはじめ町内２カ所での学童保
育を実施したほか、次世代育成支援行動計画やひがしね保育園大規模修繕事
業基本計画の策定に取り組みました。また、介護保険、国民健康保険、老人
保健特別会計への繰出も行いました。

●衛生費　5億9,686万円（35,056円）　7.2％
　日常的な健康づくりや疾病予防を積極的に推進することが重要であること
から「白鷹町健康増進計画」を策定するとともに、新たにレディース検診補助
事業や肝炎ウイルス検診などに取り組みました。環境保全対策については、
環境基本計画に基づき、環境・地球にやさしいまちづくりを推進するため、
ペットボトルやプラスチックなどの資源回収やリサイクルの推進、ごみ減量
化をはじめ、不法投棄防止に向けた巡回指導、環境教育基金事業の実施など、
関係団体や町民の皆さんと一体となって取り組みました。また、生活環境の
改善と水質保全に向けて、引き続き合併浄化槽設置整備事業や個別排水処理
施設整備事業に取り組みました。

●農林水産業費　9億7,441万円（57,231円）11.8％
　農業経営の環境整備を図るため、水田畑地化事業をはじめ畔藤ほ場整備、
鷹山農免農道整備、米色彩選別機導入など農業生産基盤の整備に取り組みま
した。農業の担い手である認定農業者への支援を継続的に行うとともに、中
山間地域等直接支払事業により農村環境の保全や地域づくり活動の推進に努
めました。低温や日照不足による農作物被害に対する対応も図ってきました。
環境保全型農業の推進と畜産経営の体質強化を図るため、畜産振興総合対策
事業、家畜排せつ物適正処理緊急対策事業等に取り組むとともに、耕種農家
と畜産農家の連携を図り堆肥利用の推進に取り組みました。森林居住環境整
備事業により、集落を結ぶ林道海生杉沢線を整備しました。

●商工費　2億711万円（12,164円）　2.5％
　町内の経済状況が依然として不透明で雇用環境なども厳しい中、商工業に
対する活性化施策として、引き続き金融対策事業や中小企業技術者養成事業、
工業技術力強化推進事業などを実施してきました。情報産業拠点施設も引き
続き２棟整備し計４棟となったほか、白鷹サテライトオフィス設置事業をは
じめとして企業誘致や受注拡大に向けた取り組みも行ってきました。新たに
商業活性化促進事業を実施し、意欲のある商業者を支援してきました。観光面
では、観光４シーズン化推進事業を実施し、しらたかの春夏秋冬の風情を味
わってもらう観光施策を推進してきました。

●土木費　11億1,547万円（65,516円）　13.5％
　佐野線や乳蔵佐野線、浅立小山沢線、菖蒲中嶌線など、幹線町道や生活関
連町道の整備について計画的に実施しました。国道や主要地方道など県事業
に対する負担も行いながら幹線道路網の整備に努めてきました。鮎貝まちづ
くり事業については、鮎貝土地区画整理組合の事業と連動して、町道大町西
神明町線や粡町天狗林線を整備するとともに、県施工の都市計画道路荒砥鮎
貝線等の事業推進を図ってきました。

●教育費　7億7,331万円（45,419円）　9.3％
　東中学校大規模改造事業や荒砥小学校プール改修工事等を実施したほか、
小学校における少人数指導への対応、総合的な学習の推進、外国青年招致事
業や教育相談事業などに取り組んできました。また、地域の高校として特色
と魅力のある教育の実施に向けて、荒砥高校の活性化に向けた支援も行って
きました。生涯学習・スポーツ面では、体験活動等を推進する地域の子ども
育成支援事業や町民主体の白鷹学講座を実施したほか、各種スポーツ大会の
開催や総合型地域スポーツクラブの調査研究を行いました。文化振興面では、
本町出身の故梅津五郎画伯から寄贈いただいた絵画による遺作展を開催しま
した。また、10月には国民文化祭の一環として地芝居の祭典を開催、このほか
古典桜などの保護調査事業などを行いました。

●その他　31億6,604万円（185,953円）38.2％
　総務費では、町関係機関でのＩＳＯ14001認証取得への着手、「農村アメニ
ティ・コンクール」の受賞を契機とした地域づくり活動の推進、「白鷹町協働
のまちづくり条例」の制定、男女共同参画センター分館機能と合わせた文化の
杜整備の構想づくり、産学官の共同研究による地域情報化の検討、全国住基
ネットワーク第２次稼動への対応、ＬＧＷＡＮの認証基盤整備などを行いま
した。消防費では、西置賜行政組合への負担金のほか防火水槽など地域の消
防施設の整備を行いました。災害復旧費では、道路河川等の災害復旧に対応
しました。これらのほか議会費（議会を運営するための費用）、労働費（勤
労者を支援するための費用）、公債費（借入金返済）に使われました。

439,665円
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介護保険給付費の内訳
●施設サービス費

サービスの種類 サービスの内容 支出額 比率

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

常に介護が必要で自宅での介護が困難なかたが入所し、介
護などの日常生活の世話、機能訓練、健康管理などが受け
られます。（町内施設：白光園）

4億1,985万円 80.2％

介護老人保健施設
（老人保健施設）

病気やけがなどの治療後、リハビリテーションなどを必要
とするかたが入所し、医学的管理下における、介護、看護、
リハビリテーションなどが受けられます。（町内施設：平成
16年7月から、十王に「白鷹あゆみの園」が開所しました）

1億248万円 19.6％

介護療養型医療施設
長期にわたって療養が必要なかたが入所し、療養上の管理、
看護、医学的管理下における介護などの世話、リハビリテ
ーションなどが受けられます。（町内施設：なし）

110万円 0.2％

施設サービス費合計 5億2,343万円 100.0％

●高額介護サービス費

サービスの種類 サービスの内容 支出額

高額介護サービス費
１カ月の利用者負担額が、一定の上限額（一般世帯は
37,200円）を超えた場合、超えた分が払い戻されます。（申
請が必要です）

386万円

その他
24万円
0.0％

基金積立金
2,205万円

2.0％

財政安定化基金拠出金
110万円
0.1％

介護保険給付費
10億4,329万円

93.8％

総務費
4,593万円

4.1％

給付費の内訳
居宅サービス：5億1,409万円 49.3％
施設サービス：5億2,343万円 50.2％
高額介護サービス： 386万円  0.4％
審査支払手数料：  191万円  0.2％

その他
4万円
0.0％

繰越金
50万円
0.0％

一般会計繰入金
1億6,110万円

14.5％

県支出金
1億3,066万円

11.7％

支払基金交付金
3億3,299万円

29.9％

国庫支出金
3億1,367万円

28.2％

第1号被保険者
    保険料
1億7,429万円

15.7％

歳入 :11億1,325万円歳出：11億1,261万円

要介護等認定者数などの比較（年平均）
前期高齢者
（65～74歳）

後期高齢者
（75歳以上）

要介護等
認定者数

介護サービス
利用実人数

利用率
（利用者÷認定者）

居宅サービス
利用者数

施設サービス
利用者数

平成14年度末 2,484人 2,420人 690人 607人 88.0％ 457人 152人

平成15年度末 2,382人 2,542人 785人 689人 87.8％ 538人 155人

※同一月の居宅・施設両サービス利用者がいるため、両サービスの合計と介護サービス利用実人数は一致しません。
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●居宅サービス費

サービスの種類 サービスの内容 支出額 比率

訪問介護
ホームヘルパーが訪問して入浴、排泄、食事などの介護を
します。

6,979万円 13.6％

訪問入浴介護
浴槽を積んだ浴槽車が自宅を訪問し、入浴サービスを行い
ます。

98万円 0.2％

訪問看護 看護師などが自宅を訪問し、看護などを行います。 2,888万円 5.6％

訪問リハビリテーション 専門職が自宅を訪問し、リハビリテーションを行います。 116万円 0.2％

通所介護（デイサービス）
デイサービスセンターなどに通い、入浴・食事の提供など
を受けます。

1億3,848万円 26.9％

通所リハビリテーション 介護老人保健施設などに通い、リハビリテーションを行います。 5,555万円 10.8％

福祉用具貸与
貸与の対象として定められた福祉用具（車いす・特殊寝台
・歩行器等）の貸付を受けます。

3,040万円 5.9％

短期入所生活介護
（ショートステイ）

特別養護老人ホームなどに短期間入所し、入浴、排泄、食
事などの介護を受けられます。

1億749万円 20.9％

短期入所療養介護
（ショートステイ）

介護老人保健施設などに短期間入所し、看護、医学的な管
理のもとでの介護・機能訓練などが受けられます。

47万円 0.1％

居宅介護支援
ケアマネジャーが利用計画の作成などのケアマネジメント
を行います。（利用者負担なし）

5,004万円 9.7％

居宅療養管理指導
医師、歯科医師、薬剤師などが療養上の管理や指導を行い
ます。

775万円 1.5％

痴呆対応型共同生活介護
（グループホーム）

比較的安定した痴呆の方が共同生活をする住居において、
入浴、排泄、食事などの介護が受けられます。

1,201万円 2.3％

特定施設入所者生活介護
有料老人ホームなどで入浴、排泄、食事などの介護が受け
られます。

74万円 0.1％

福祉用具購入費
保険対象となる福祉用具を購入し、後で費用の9割を町から
払い戻しを受けます。

210万円 0.4％

住宅改修費
保険対象となる住宅改修を行い、後で費用の9割を町から払
い戻しを受けます。

825万円 1.6％

居宅サービス費合計 5億1,409万円 100.0％

●審査支払手数料

種　　　　　類 内　　　　　　　　　容 支出額

審査支払手数料
介護サービス事業者からの請求等についての審査・支払い
などに関する事務を国保連合会に委託しており、その手数
料を支払います。

191万円
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道
で
す痴　呆　症 老化による物忘れ

病気である 病気ではない

進むことが多い 半年～１年では変化なし

物忘れを自覚していない 物忘れの自覚がある

体験のすべてを忘れる
（食事を食べたこと自体を
忘れる　など）

体験の一部を忘れる
（食事のメニューが思い出
せない　など）

物忘れ以外に時間や判断
が不確かになる

記憶障害のみ

物盗られ妄想などの精神
症状を伴うことがある

他の精神症状を伴わない

「痴呆症」と「老化による物忘れ」の違い

�
痴
呆
症
�
�
�
�
�
�

研
修
会
�
行
�
�
�

▼
い
つ　

10
月
31
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
45
分

▼
ど
こ
で　

鮎
貝
赤
坂
新
町
公
民
館

（
遊
和
館
）

▼
内
容　

・
講
演
会
「
痴
呆
症
を
も
っ
と
知
ろ

う
」
〜
早
期
発
見
・
上
手
な
対
応
を

め
ざ
し
て
〜

・
講
師　

　
　

精
神
科
医
師　

吉
川
順
先
生

▼
申
込
し
め
き
り　

　
　
　
　
　
　
　

10
月
25
日
（
月
）

＊
実
際
に
ご
家
族
を
介
護
さ
れ
て
い

る
か
た
、
痴
呆
症
に
つ
い
て
知
り
た

い
か
た
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

介
護
保
険
料
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
．
65
歳
に
な
る
と
、
介
護
保
険
料

は
年
金
か
ら
引
か
れ
る
と
聞
き
ま
し

た
が
、
町
か
ら
納
付
書
が
送
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

Ａ
．
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
は
、
原

則
と
し
て
65
歳
に
到
達
し
た
年
度
の

翌
年
度
の
10
月
か
ら
に
な
り
、
そ
れ

ま
で
は
納
付
書
に
よ
る
納
付
（
普
通

徴
収
）
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
年
金
の
年
額
が
18
万
円
未
満

の
か
た
や
、
遺
族
年
金
や
障
害
年
金

等
、
受
給
し
て
い
る
年
金
の
種
類
に

よ
っ
て
は
、
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
介
護
支
援
係

�
☎
86

－

０
１
１
２
・
０
２
１
３
�
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�
保
育
園
入
所
対
象
児
童
�

　

家
庭
の
都
合
に
よ
り
、
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
乳

幼
児
で
す
。

�
申
�
込
�
方
法

初
�
�
保
育
園
�
入
所
�
�
�
子
�
�
�
場
合
�
新
規
�

�
申
込
書
�
�
関
係
書
類
�
保
育
園
�
�
�
健
康
福
祉
課
児
童
係

�
受
�
取
�
�

�

�
必
要
事
項
�
書
�
�
書
類
等
�
準
備
�
�
�
�
不
明
�
点
�
�

提
出
�
�
時
�
�
相
談
�
�
�
�
�

�

�
期
日
�
�
�
近
�
�
保
育
園
�
�
�
�
�
保
育
園
�
修
繕
工
事

中
�
�
�
東
根
地
区
公
民
館
�
�
�
�
健
康
福
祉
課
児
童
係
�
書

類
等
�
提
出
�
�
�

　

入
所
申
込
書
と
関
係
書
類
を
表
２
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。

入
所
申
込
書
は
、
各
保
育
園
及
び
健
康
福
祉
課
児
童
係
に
準
備
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
各
自
お
取
り
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
、
入
所
し
て
お
り
、
引
き
続
き
保
育
を
希
望
す
る

場
合
は
、
今
回
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保
育
園
を

通
じ
「
世
帯
状
況
調
査
」
な
ど
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
の
保
育
園
か
ら
、
ほ
か
の
保
育
園
に
入
所
さ
れ
る
場
合
は
、

新
規
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
保
育
料
�

　

国
の
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
保
護
者
の
所
得
状
況
と
児
童
の
年

齢
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
の
保
育
料
は
表
３
の
と
お
り
で
す
。

�
入
所
承
諾
�

　

１
月
末
に
文
書
に
て
通
知
し
ま
す
。（
す
で
に
就
学
前
ま
で
承
諾

さ
れ
て
い
る
か
た
に
は
通
知
い
た
し
ま
せ
ん
。）

施設名 定員 対象 保育サービス 保育形態

こぐわ保育園 90 3～5歳 時間延長保育（ただし、土曜日の午後は除く）、一時保育 異年齢混合保育（3、4、5歳）

あゆかい保育園 120 0～5歳 時間延長保育、乳児保育（3カ月検診後）、一時保育 異年齢混合保育（3、4、5歳）

よつば保育園 90 0～5歳 時間延長保育、乳児保育（3カ月検診後）、一時保育 年齢別保育

ひがしね保育園 90 3～5歳
時間延長保育（ただし、土曜日の午後は除く）、

障害児保育、一時保育
異年齢混合保育（3、4、5歳）

あらと保育園 150 0～5歳
時間延長保育、一時保育、

乳児保育（産休明け保育含む）

年齢別保育（0、1、2、5歳）

混合保育（3、4歳）

表１　募集内容と保育サービス

＊対象児童年齢は、平成17年4月1日現在のものとします。
＊一時保育については、各施設の入所対象児童と同年齢の児童とします。

保育園児を募集します
平成17年度
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受付場所 受付日時

こぐわ保育園

☎ 85-5409

11月１日（月）

午前９時～11時30分

東根地区公民館

☎ 85-2228

11月２日（火）

午前９時～11時30分

あゆかい保育園

☎ 85-2369

11月４日（木）

午前９時～11時30分

よつば保育園

☎ 85-0084

11月５日（金）

午前９時～11時30分

あらと保育園

☎ 85-3160

11月８日（月）

午前９時～11時30分

表２　申し込みの受付日時と場所

＊現在、ひがしね保育園が修繕工事中のため、東根
　地区公民館で受付を行います。
＊このほか、11月１日（月）から11月12日（金）まで、
　児童係（健康福祉センター）でも受け付けます。

（土・日・祝日を除く。月曜日は夜７時まで）

世帯の課税状況 3歳未満児 3歳以上児

生活保護世帯 0円 0円

町民税・所得税非課税

世帯
8,000円 5,000円

町民税課税・所得税非

課税世帯
17,000円 14,000円

所得税課税世帯
25,000円

～50,000円

19,000円

～36,000円

表３　平成16年度保育料

＊１世帯から２人の児童が入所する場合は、１人は
　半額に、３人以上が入所する場合は、１人は半額、
　もう１人は10分の１の額となります。

問い合わせ

　健康福祉課児童係
　（健康福祉センター内・☎86－0121）
　または各保育園（ひがしね保育園除く）

　全国では年間約400万台の使用済み自動車が発生
しています。このごみを減らし、資源を無駄遣いし
ない、リサイクル型社会をつくるため、所有者、メ
ーカー、関連事業者の役割を定めた法律が自動車リ
サイクル法です。

Ｑ．どんな自動車が対象になるの？
Ａ．原則としてすべての四輪自動車が対象です。ト

ラック・バスなどの大型車、商用車も含まれます。

もちろん、現在廃車してある車も対象です。

Ｑ．どんなことが変わってくるの？
Ａ．すべての自動車にリサイクル料金が発生します。

許可を受けた事業者しか自動車の廃棄処理を行えな

くなります。

Ｑ．リサイクル料金って何？
Ａ．自動車ごとにメーカーや輸入業者が設定します。

リサイクル料金は自動車のリサイクルの障害となっ

ているシュレッダーダスト・フロン・エアバックの

リサイクル・適正処理に使われます。さらに、一部

はリサイクル料金の管理や、情報管理にも使われま

す。

Ｑ．リサイクル料金はいつ、どこへ支
払う必要があるの？
Ａ．　

自動車の種類 いつ どこへ

新車 購入時に 新車ディーラー

今お乗りのクルマ
次の車検の時
までに

運輸支局内の窓口
や整備事業者へ

車検を受けずに
廃車にする場合

廃車にする時
山形県に登録した
引取り業者

既に
廃車にしてある車

撤去を行う時
山形県に登録した
引取り業者

※以上のように、登録した事業者しか廃車・リサイク
　ルする自動車を扱えないようになります。

平成17年１月１日より

自動車リサイクル法が
はじまります

■詳しいお問い合せは
　町民課くらし・環境推進係（☎85－6131）
　置賜総合支庁環境課（☎0238－26－6034）
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白鷹町行財政改革実施計画の進捗状況をお知らせします。
　町では、平成13年度から平成17年度までを計画期間とした「白鷹町行財政改革大綱」を策定し行財政改革に関す
るさまざまな取り組みを行っています。平成15年度の主な取り組み状況は以下のとおりです。町では今後も行財政
改革を積極的に推進してまいりますので、皆さんのご意見をお待ちしています。

■問い合わせ　政策改革課行財政改革係（☎85－6124）

取り組み事項 具体的な施策 平成15年度の状況等（平成16年３月31日現在）

１．
事務事業の

見直し

◆行政ニーズの把握

①移動町長室の開催

②広報係直通便の継続実施

①４箇所で開催
・中山地区、貝生地区、荒砥一区、健康福祉センター（保育園保護者対象）
②59件受付

◆事務事業の民間委託の推進

①町立病院事務（医事事務）の委託
②調理場、保育園・病院の調理部門の業務
　委託検討

①平成15年度より実施
②民間に委託するための実施方法、時期等について引き続き検討

◆主体的な住民の地域づくりの支援

①まちづくり総合助成事業、生涯学習助成
　事業の実施

①協働のまちづくり推進助成事業４件、生涯学習推進助成事業２件

２．
組織機構の

見直し

◆町民ニーズに対応できる組織機構の確立

①地域住民の自主的、主体的な活動による
　公民館運営
②公立の役割を堅持しつつ、保育分野を民
　間に委託する方向での検討

①平成17年４月より実施予定の地域の主体的運営に向けた公民館運営の
検討
②民間に委託するための実施方法、時期など基本的な事項について引き
続き検討

◆各種審議会のあり方検討

①各種審議会の設置の見直し
②各種審議会への女性の登用

①各種審議会委員の公募の実施（振興審議会委員、協働のまちづくり検討委員）
②平成15年度女性登用率　29.35％（平成14年度　24.66％）

３．
定員管理及び
給与の適正化

◆適正な定員管理の推進

①定員適正化計画の策定と推進
②事務改善委員会による積極的な組織機構
　の見直し

①職員数　対前年比２人減（一般会計分は５人減）（４月１日現在）
②係の新設・統合
・新設：１係（環境ISO係）、統合：８係→４係

◆適正な職員の給与水準の確立

①職員給与の公表 ①町広報12月12日号に「職員給与のあらまし」を掲載
・特別職の給与、管理職の管理職手当の削減
　町長７％　助役３％　教育長２％　管理職手当10％
　（平成15年１月から平成16年３月まで）

◆特殊勤務手当の見直し

①手当の必要性の検討と見直しの推進 ①旅費支給基準の見直し
・陸路で県内75キロ未満の出張に日当は支給しないこととした

◆時間外手当の縮減

①時間外命令の徹底

②時間延長（窓口等）と時差出勤の導入

①時間外手当の縮減　前年度対比39.4％減
（H14：63,681千円　H15：38,587千円）
②平成14年10月より全職場で毎週月曜日午後７時まで業務延長を実施
（15年度実績　51日実施　計1,047人来庁　一日平均20.5人）

４．
職員の能力開発

◆職員の育成

①人材育成基本方針の策定 ①平成16年３月白鷹町人材育成基本方針を策定

◆職員研修の充実

①町独自研修の実施
②町村職員研修所、山形県職員研修所等主
　催の研修会への派遣

①新採職員研修、行政評価システム研修、環境ＩＳＯ研修など
②山形県職員研修所42人、置賜職員研究協議会９人、その他４人

◆人事交流の実施

①山形県等との交流人事の実施 ①県への派遣１人（山形県職員研修所）

５．
行政の情報化の
推進と行政サー
ビスの向上

◆開かれた町政を目指して

①広報、インターネット等を活用した行政
　情報の積極的公開

①ホームページの内容充実
・申請書のダウンロード、新着情報、町長行動日誌等を新設

◆来庁者に優しい役所

①来庁者対応マニュアルの作成 ①来庁者対応マニュアルを作成、全職員に配布

６．
公共施設の設置
及び管理運営

◆公共施設の運営コストの縮減

①効率的な施設管理 ①地区公民館における地域の主体的・効率的運営に向けた検討

７．
財政及び公営企
業の健全化

◆財政の健全化

①経常経費の削減 ①平成16年度予算編成時に経常経費のマイナスシーリングを実施
・物件費30％、補助費10％の減

◆財政指標の公開

①予算、決算など分かりやすい財政情報の
　公開
②一般会計のバランスシートの作成と公開

①予算概要書「わかる !! まちのしごと2003」を発行し全戸配布
②一般会計のバランスシートを作成し概要を町広報等で公表
・町民一人当たり資産合計　1,660千円（平成15年３月31日現在）

その他 環境ISOの認証取得に向けた取り組みを開始
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▼
受
付
期
間

　

10
月
18
日（
月
）〜

10
月
29
日（
金
）ま
で

▼
受
付
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
月
曜
日
は
夜
７
時
ま
で
。

土
、
日
曜
日
を
除
く
）

▼
申
込
場
所

　

教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（
郵
送
で
も
可
、
29
日
必
着
）

▼
申
込
手
続

　

指
定
の
採
用
試
験
申
請
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
写
真
（
３
カ

月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
で
、
ヨ

コ
３
㌢
×
タ
テ
４
㌢
、
無
帽
、
上

半
身
、
正
面
）
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
教
育
委

員
会
・
各
地
区
公
民
館
に
準
備
し

て
い
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
応
募
資
格

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た
、

　

ま
た
は
、
平
成
17
年
４
月
１
日

　

ま
で
に
町
内
に
住
所
を
有
す
る

　

予
定
の
か
た

●
館
長
代
理　

・
昭
和
15
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

　

45
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
か
た

●
主
事　

・
昭
和
25
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

　

62
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
か
た

▼
採
用
人
員

　

館
長
代
理
６
人　

主
事
６
人

▼
採
用
の
決
定

　

11
月
14
日（
日
）（
会
場
は
中
央

公
民
館
）
に
面
接
・
作
文
（
当
日

課
題
指
定
）
試
験
を
行
い
、
作
文

審
査
後
に
最
終
審
査
会
を
開
催
し
、

総
合
的
に
判
断
し
決
定
し
ま
す
。

採
用
決
定
は
12
月
中
旬
頃
に
書
面

で
通
知
し
ま
す
。

▼
雇
用
期
間

　

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

18
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

（
再
雇
用
は
可
能
。
館
長
代
理
は

３
年
間
、
主
事
は
２
年
間
再
雇
用

が
可
能
。
原
則
と
し
て
、
館
長
代

理
は
３
年
後
、主
事
は
２
年
後
、再

公
募
と
す
る
。
再
応
募
は
可
能
。

た
だ
し
、館
長
代
理
は
満
65
歳
、主

事
は
満
55
歳
に
な
る
年
度
ま
で
）

▼
雇
用
条
件

①
身
分
は
非
常
勤
嘱
託
職
員
。
原

　

則
と
し
て
勤
務
時
間
は
、
月
〜

　

金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５

　

時
の
間
の
週
30
時
間
（
変
更
労

　

働
時
間
制
）。休
日
は
、
土
、
日

　

曜
日
及
び
祝
日
。
年
末
年
始
休

　

暇
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
ま
で
。

②
給
与
（
月
額
）

　

・
館
長
代
理　

20
万
円

　

・
主
事　
　
　

16
万
円

③
健
康
保
険
及
び
厚
生
年
金
保
険

　

に
加
入
。

▼
職
務
内
容

①
地
区
公
民
館
が
行
う
各
種
事
業

地
区
公
民
館
�

館
長
代
理
�
主
事
�
募
集
�
�
�

　

の
企
画
、
実
施

②
地
区
公
民
館
施
設
の
維
持
管
理

③
各
種
団
体
の
育
成
指
導

④
そ
の
他
社
会
教
育
及
び
地
域
づ

　

く
り
等
の
事
業
に
関
す
る
こ
と

※
業
務
全
般
に
パ
ソ
コ
ン
が
導
入

　

さ
れ
、
エ
ク
セ
ル
及
び
ワ
ー
ド

　

の
操
作
が
必
要
で
す
。

�
�
町
�
好
�
�
�
�
�
気
�
�
�
�
�
�
�
�
�

地
域
�
�
�
�
�
�
�
�
�
活
動
�
�
�
�
�
�
募
集
�
�
�
�

平
成
16
年
度　

社
会
教
育
振
興
大
会
の
ご
案
内

テ
ー
マ　

�
絆
��

人�

�間
�
人�

�間
�
�
関
�
�
合
�
�
大
切
�
��

今
�
�
�
�
�
問
�

　
　

サ
ブ
テ
�
マ
�
心
を
育
む
原
風
景　

紡
ぎ
織
り
な
す
愛
と
は
�

▼
い
つ　

10
月
23
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
４
時
15
分（
終
了
予
定
）

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

・「
愛
の
コ
ー
ラ
ス
」
合
唱
（
東
中
学
校
生
徒
）

・
大
会
に
寄
せ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
「
わ
が
こ
こ
ろ
の
原
風
景
」
風
戸
強
さ
ん
（
作
詞
者
・
鮎
貝
出
身
）

▼
表
彰

・
社
会
教
育
功
労
者

・
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

▼
記
念
講
演

・
テ
ー
マ「
漂
流
す
る
日
本　

〜
イ
ラ
ク
と
北
朝
鮮
の
は
ざ
ま
で
〜
」

・
講
師　

田
勢
康
弘
さ
ん
（
日
本
経
済
新
聞
社
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
）

＊
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

■問い合わせ

教育委員会

生涯学習・スポーツ推進係

（☎85－6147）
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　９月30日、お年寄りの安全な生活を守ろ
うと、高齢者世帯訪問事業が行われました。
これは、交通安全母の会が主催したもので、
交通安全母の会、交通安全協会、防犯協会
などから約30人が参加。３人１組10班に分
かれて荒砥地区の高齢者世帯210戸を回り、
交通事故防止やオレオレ詐欺被害の防止を
呼び掛けました。

交
通
事
故
�
詐
欺
被
害
防
止
�
呼
�
掛
�

高
齢
者
世
帯
訪
問
事
業

　９月６日、パワーセンター白鷹において
立川町出身で筑波女子大学長の門脇厚司さ
んに「子どもの社会力を育てる　大人とは
地域とは　―今自分たちの社会力を問う」
と題してご講演いただきました。社会力と
は社会をつくっていく力であり、大人が社
会力を持つことで、子どもたちの社会力も
高められるとお話いただきました。また、
講演後「こんな人に育てたい　育ちたい」
をテーマに意見交換会が開かれました。

白
鷹
学
講
座
�
�
�
�

門
脇
厚
司
講
演
会

　９月16日、荒砥小学校の２年生41人が、
学校給食共同調理場で給食用の食用菊「も
ってのほか」の花びら取りを行いました。
これは、児童に自分たちが食べる給食の調
理に触れてもらおうと企画されたもの。こ
の日準備された食用菊は約６㌔。児童たち
は量の多さに苦労しながらも、一つひとつ
丁寧に作業を進めていました。この菊は、
17日の給食でおひたしとして出されました

一
�
�
�
�
丁
寧
�
取
�
�
�
�

児
童
�
�
�
食
用
菊
�
花
�
�
取
�

　９月15日、鮎貝小学校の１、２年生が箕
和田地内の水路で魚のつかみ取りを体験し
ました。これは、鮎貝堰土地改良区の教育
支援プログラム「田んぼの学校」の一環と
して行われたもの。子どもたちは歓声を上
げながら魚を追いかけていました。また、
捕まえた魚はその場で炭火焼にしていただ
きました。

田
�
�
�
学
校

子
�
�
�
�
�
魚
�
�
�
取
�
体
験

９
／
23 

ス
ポ
�
ツ
公
園
及
び
周
辺
コ
�
ス

▼
男
子
（
８
区
間
71
㌔
）

１
位　

東
北
福
祉
大
学

２
位　

東
北
大
学

３
位　

東
北
学
院
大
学

▼
女
子

（
５
㌔
上
位
６
人
の
合
計
タ
イ
ム
） 

１
位　

東
北
学
院
大
学

２
位　

富
士
大
学

３
位　

秋
田
大
学

＊
男
子
の
１
位
、
２
位
、
女
子
の

１
位
チ
ー
ム
は
11
月
の
全
日
本
大

学
駅
伝
に
出
場
し
ま
す
。

第
12
回
東
北
学
生
駅
伝
対
校

選
手
権
大
会

第
19
回

町
民
�
�
�
�
�
�
大
会

８
／
31
�
９
／
２ 

ソ
フ
ト
ボ
�
ル
場

▼
一
般
男
子

１
位　

仲
町

２
位　

ミ
ラ
ク
ル

▼
一
般
女
子

１
位　

東
根
ト
シ
ち
ゃ
ん
ズ

２
位　

鮎
貝
レ
デ
ィ
ー
ス

３
位　

荒
砥

▼
壮
年

１
位　

町
下

２
位　

白
鷹
エ
ン
ゼ
ル
ス

３
位　

鮎
貝
Ａ
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入賞おめでとう
第39回白鷹若鮎マラソン大会
9月19日（日）蚕桑小学校～　日本陸上競技連盟公認コース

完走者797人

ハーフマラソン 一般の部

1位 舟場保之 大阪府池田市 1:15:12

2位 片岡　淳 新潟県新潟市 1:18:34

3位 飯塚伸之 群馬県藤岡市 1:23:17

4位 後藤信郎 村山市 1:23:41

5位 柏倉伸宏 大江町 1:26:46

6位 黒田康二 寒河江市 1:27:34

10マイル 一般の部

1位 坂井正則 鶴岡市 56:16

2位 長岡輝喜 朝日町 56:21

3位 マイケル ピーターズ 山形市 56:38

4位 柳沼久司 福島県三春町 58:03

5位 結城正孝 山形市 59:00

6位 柴橋政明 寒河江市 1:02:06

10km 高校の部

1位 山下輝夫 米沢商業高校 37:24

2位 青柳俊介 米沢LXCスキークラブ 37:57

3位 田中孝治 米沢LXCスキークラブ 41:04

4位 佐久間雄大 米沢LXCスキークラブ 42:34

5位 髙橋春輝 米沢LXCスキークラブ 46:25

10km 高校の部（団体）

1位 米沢LXCスキークラブ 2:48:00

10km 一般の部

1位 志田　学 山形市 32:26

2位 阿部和幸 山形市 33:05

3位 川口亮平 宮城県仙台市 34:35

4位 羽方茂浩 埼玉県所沢市 34:45

5位 荒井　学 山形市 35:37

6位 佐藤修一 立川町 35:39

5km 中学男子3年の部

1位 黒澤　悠 飯豊中学校 17:21

2位 大瀧雄三 西中学校 18:59

3位 田口雄助 石川中学校 19:10

4位 西村鷹一 米沢Jr.XCスキークラブ 19:15

5位 伊藤　優 飯豊中学校 20:04

6位 田林晃徳 飯豊中学校 21:06

5km 女子の部

1位 樋口尚子 米沢商業高校 20:23

2位 大木　香 米沢商業高校 20:40

3位 荒川真木子 神奈川県鎌倉市 20:44

4位 安部智美 米沢商業高校 21:41

5位 近藤泰子 朝日町 24:12

6位 長谷川洋子 新潟県新潟市 25:35

5km 女子の部（団体）

1位 米沢商業高校 1:29:30

5km 壮年男子の部

1位 海野宏行 朝日町 17:42

2位 竹田雅量 白鷹町 18:29

3位 相馬知彦 宮城県仙台市 18:51

4位 小林幸一 白鷹町 19:21

5位 伊藤正則 鶴岡市 19:22

6位 伊勢宏志 千葉県銚子市 19:26

3km 中学男子1･2年の部
1位 加地史明 米沢第四中学校 9:50

2位 伊藤将太 米沢第四中学校 10:11

3位 小川直也 東中学校 10:24

4位 山口廣紀 飯豊中学校 10:25

5位 渡部諒太 飯豊中学校 10:28

6位 菅野駿之介 米沢第四中学校 10:28

3km 中学男子1･2年の部（団体）

1位 東中学校 1:07:21

2位 米沢第四中学校 1:08:19

3位 西中学校 1:08:36

3km 中学女子の部

1位 信夫香織 西中学校 11:08

2位 神戸繭子 長井南中学校 11:37

3位 鈴木杏美 飯豊中学校 11:40

4位 神田咲希 米沢第四中学校 11:51

5位 遠藤希実 飯豊中学校 12:12

6位 工藤真由 長井南中学校 12:17

3km 中学女子の部（団体）

1位 西中学校 50:05

2位 飯豊中学校 50:24

3位 長井南中学校 50:52

2km 一般の部

1位 前村浩介 白鷹町 9:05

2位 小林幸一 白鷹町 9:05

3位 前田延文 白鷹町 9:39

4位 濱田真一 上山市 9:48

5位 黒田常義 白鷹町 10:11

6位 長岡　満 白鷹町 10:26

2km 小学1年の部

1位 村上魁人 東根小学校 9:58

2位 紺野蒼天 東根小学校 10:21

3位 菅　守継 蚕桑小学校 10:22

4位 長岡拓海 鮎貝小学校 10:27

5位 金田日菜子 蚕桑小学校 10:37

6位 梅津香穂 東根小学校 10:41

2km 小学2年の部

1位 庄子晃平 桜田小学校 9:03

2位 海老名涼 鷹山小学校 9:40

3位 吉村昂訓 蚕桑小学校 9:43

4位 菅桂太朗 蚕桑小学校 9:49

5位 田苗遼平 蚕桑小学校 9:55

6位 丸川　丞 鷹山小学校 9:59

2km 小学3年の部

1位 色摩絵美 米沢ジュニア陸上クラブ 8:23

2位 青木智弥 東根小学校 8:29

3位 桐生康平 平野小学校 8:30

4位 村上駿斗 東根小学校 8:33

5位 髙橋さおり 米沢ジュニア陸上クラブ 8:39

6位 近田隼人 米沢Jr.XCスキークラブ 8:50

2km 小学4年の部

1位 高野　光 鮎貝小学校 8:11

2位 佐藤剛士 蚕桑小学校 8:12

3位 坪田　神 米沢ジュニア陸上クラブ 8:18

4位 高橋祐太 東根小学校 8:21

5位 長岡恭紫 鮎貝小学校 8:32

6位 高橋宏充 東根小学校 8:38

2km 小学5年の部

1位 澤浦将光 荒砥小学校 7:45

2位 紺野圭汰 鷹山小学校 7:57

3位 沖田康平 蚕桑小学校 8:10

4位 赤間宏太郎 鮎貝小学校 8:11

5位 山口美里樹 米沢ジュニア陸上クラブ 8:17

6位 小形真人 東根小学校 8:22

2km 小学6年の部

1位 菅井拓人 宮宿小学校 6:51

2位 我妻徹平 米沢ジュニア陸上クラブ 6:56

3位 紺野　凌 鷹山小学校 7:02

4位 横山雄太 米沢ジュニア陸上クラブ 7:06

5位 佐藤　譲 米沢ジュニア陸上クラブ 7:10

6位 色摩正幸 米沢ジュニア陸上クラブ 7:24
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発
生
源
�
�
�
�
�
�
�
�

�
断
�
�
�
�
�
�

　

過
剰
包
装
を
断
る
な
ど
、
ご
み

に
な
る
も
の
を
売
ら
な
い
買
わ
な

い
作
ら
な
い
な
ど
、
ご
み
に
な
る

こ
と
が
予
想
で
き
る
も
の
を
発
生

源
に
お
い
て
断
る
、
断
つ
こ
と
。

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�

買
�
量
�
使
�
量
�
減
�
�

�
�
�
�
�

　

必
要
以
上
の
物
を
買
わ
な
い

（
ご
み
に
な
る
も
の
を
家
庭
に
持

込
ま
な
い
）、使
い
捨
て
容
器
入
り

の
製
品
の
代
わ
り
に
詰
め
替
え
用

を
買
う
こ
と
な
ど
。

�
�
�
�
��
�
�
�
�
�　

�
�
返
�
使
�
�
�
�
�
�

　

使
い
捨
て
容
器
で
な
く
、
何
度

も
使
え
る
容
器
に
入
っ
た
製
品
を

選
ぶ
こ
と
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

図
書
館
の
利
用
な
ど
も
再
使
用
に

環
境
�
�
�
�

環
境
問
題
�
�
�
�
�
�
�
減
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
存
知
�
�
�
�

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21
いっぱい遊んで元気に育つ !!

今月のテーマ

子どもたちがいっぱい遊んで元気に育つためには、安心して外での
びのびと遊ぶことが大切です。それはたとえば、地域の中で、のび
のびと外遊びをしている暮らしです。

サッカーに夢中の安部里
り か

香さん（中山小６）、大
ともひろ

寛くん（中山小３）にインタビュー！
質 問　サッカー（外遊び）とゲームではどちらが楽しいですか？
大寛くん　ゲームもおもしろいけど、外で遊ぶのが好き。自転車乗りも好きだけど、やっぱ

　　　　　りサッカーが好き。大きくなったらサッカー選手になりたいな。

里香さん　小学校のみんなとサッカーをして遊んでいます。外で遊びたいけど、中学生にな

　　　　　るからだんだん勉強もがんばらないと…。それでも最近バスケにもチャレンジし

　　　　　ています。

お家の人からのメッセージ　汗を流して帰って来ると、もう明るく生き生きとしてその日の

　　　　　ことを話してくれます。のびのびと何か一つのことに夢中になっていることがう

　　　　　れしいです。

インタビューしてくれた戸借さん（中山）から　勉強も大事だけど、外で思いっきり泥まみれ

　　　　　になって遊ぶこともいいことだよ。

募集しま～す！

＊心にゆとりを持ちながら元気に暮らしている働き

　盛りのかた

＊楽しみや生きがいをもって元気に暮らしているお

　年寄り

そんな元気ニコニコのかたの情報を募集しています。
自薦、他薦は問いません。情報をお寄せください。

健康福祉課健康推進係（☎86－0210）

〈中山小学校で、
  元気ニコニコがんばってます!〉

あ
た
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�

資
源
�
�
�
再
利
用
�
�
�

�
�
�
�

　

缶
・
び
ん
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
、
資
源
ご

み
と
し
て
き
ち
ん
と
分
別
し
、
循

環
利
用
す
る
こ
と
。

　

大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量

廃
棄
の
使
い
捨
て
型
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
見
直
す
こ
と
は
、
結
果

的
に
は
家
計
の
節
約
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
、

減
ら
す
こ
と
、
く
り
返
し
使
う
こ

と
、
そ
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
限
り
あ
る
資
源
を
大

切
に
、
毎
日
の
く
ら
し
を
見
直
し

ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
く
ら
し
・
環
境
推
進
係

�
☎
85

－

６
１
３
１
�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ15年　Ｈ22年（目標値）
友だちと外で元気良く遊ぶ　　　　　　95.1％　→　100％
地域の子どもたちに声をかけたり見守ったりしている　55.3％　→　  80％

こんなふうに変えていこう

元気いっぱい子どもの健康づくり

子どもたちが元気いっぱい育つために、安心して外遊

びをしたり、年の違う友だちと遊んだり、子どもたち

の健康な暮らしを目指して !!

●町や公民館、地域の行事に参加しよう。
●地域の行事などに参加するよう声がけしよう。
●お家の人と一緒に遊ぼう。
●地域の人が子どもに声をかけたり見守ったりしよう。
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白鷹町誕生50周年記念写真集

写真で綴る明治・大正・昭和の歩み

「白鷹 想い出写真館」
を販売しています。

予約申し込みをされたかたへ（代金は4,500円です）
　●隣組回覧で申し込みをされたかたは、10月15日（金）までに各地区公民館でお受け取りください。
　●教育委員会へ直接申し込まれたかたは、至急教育委員会文化振興係へおいでください。
　■問い合わせ　教育委員会文化振興係（☎85－6146）

平成16年度　荒高祭開催！
今年もやってまいりましたこの季節！荒高祭を開催します！

テーマは

flying colors
～夢をかかげよう～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に決定しました。
＊意味は「旗を掲げる」「大成功」という意味です。

▼日時　10月29日（金）・30日（土）
　　　　一般公開は30日です。
▼企画内容
　　合唱コンクール、各クラス企画、執行部企画、部活動企画、委員会企画などいろ
　いろな催しものがあります。みんなこの日のために準備に力を注いでいます。とて
　もよいものになっています。ぜひお越しください。

　　今回は「夢をかかげよう」ということなので、荒高祭に向けての夢をかかげて当
　日は大成功に終わることを願いたいです。そして最高の思い出をつくりましょう。
　　30日が一般公開ですので、町民の皆さん、他校の皆さん大歓迎です。友だちや
　知り合いを誘ってぜひ見に来てください。お待ちしています。

（生徒会広報委員長　金田雄太）
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10
月
�
土
地
月
間
�
�

一
定
面
積
�
�
�
以
上
�
土
地
取
引
�
� 

�
�

届
出
�
必
要
�
�

届
出
�
契
約
後
�

  

�

�
週
間
以
内
�
�
�
�
�
�  

※
一
定
面
積
と
は
？

�
届
出
の
必
要
な
土
地
取
引
�

（１）都市計画区域

   　　　　5,000m2以上

　　　　　
（５反歩）

（２）都市計画区域以外の区域

   　　　　10,000m2以上

　　　　　
（１町歩）

届
出
の
必
要
な
取
引

●
売
買　

●
交
換　

●
営
業
譲

渡　

●
譲
渡
担
保　

●
代
物
弁

済　

●
共
有
持
分
の
譲
渡　

●

地
上
権
、
賃
借
権
の
設
定
、
譲

渡　

●
予
約
完
結
権
、
買
戻
権

な
ど
譲
渡

◇一団の土地取引についても

　届出が必要です。

（例）

２．白鷹町基準地価格

基準地の所在
今年価格
（円/m2）

前年価格
（円/m2）

変動率
（％）

大字荒砥甲字長表五788番23（仲町公民館付近） 20,800 21,200 -1.9

大字鮎貝字八幡一1104番4　外3筆（新野医院付近） 11,500 11,900 -3.4

大字十王字本宿2934番1（本宿7町内） 10,300 10,600 -2.8

大字鮎貝字内町二3284番4　外1筆（内町通り中央） 18,700 20,000 -6.5

大字鮎貝字神明六2886番2　外3筆（ニチロ付近） 14,300 15,700 -8.9

大字黒鴨字澤入2132番18　外2筆（山林） 45 49 -8.2

■土地取引届出及び地価調査

への問い合わせは政策改革課

企画・協働のまちづくり推進

係（☎85－6123）へどうぞ

◎
地
価
調
査
と
は

�

地
価
調
査
�
�
�
県
内
全
市
町

村
�
対
象
�
�
�
�
各
地
域
�
基

準
�
�
�
土
地
�
�
�
�
基
準
地

�
�
�
�
�
��
�
選
�
�
�
�
�

適
正
�
土
地
価
格
�
公
表
�
�
�

�
�
�
土
地
�
売
買
�
�
際
�
目

安
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
地
価
調
査
価
格
�
�国
�

地
方
公
共
団
体
等
�
公
共
用
地
�

買
収
�
�
場
合
�
基
準

�
�
�
�
�
�
�
知
事

�
国
土
利
用
計
画
法
�

基
�
�
�
土
地
売
買
�

届
出
�
�
�
�
土
地
�

取
引
価
格
�
審
査
�
分

析
�
�
�
�
�
�
基
準

�
�
�
�
�
�
�
�
�

適
正
�
地
価
�
形
成
�

大
�
�
役
割
�
果
�
�

�
�
�
�
�

◎
土
地
売
買
の
と
き
に

は
�
ま
ず
地
価
調
査
価

格
を
調
べ
ま
し
�
う
�

�

売
買
�
対
象
�
�
�

土
地
�
条
件
�
土
地
�

形
状
�
道
路
�
条
件
�

最
寄
駅
�
�
�
距
離
�

上
下
水
道
�
整
備
状
況

�
�
�
�
基
準
地
�
条

件
�
比
較
�
�
�
�
�

�
�
�
�
適
正
�
価
格

�
�
�
�
�
�
�
�
�
土
地
売
買

�
�
�
�
�
�
�
�
地
価
調
査
価

格
�
�
調
�
�
�
�
�
�
地
価
調

査
�
基
準
地
�
�
皆
�
�
�
身
近

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
地
価
調
査
価
格
�
�
�

月
�
日
現
在
�
価
格
�
�
�
�
�

�
�
後
�
地
価
動
向
�
考
慮
�
�

必
要
�
�
�
�
�
�

◎
地
価
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
町

役
場
で
簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す
�

�

地
価
調
査
�
基
準
地
価
格
�
基

準
地
�
接
�
�
道
路
�
種
類
�
幅

員
�
基
準
地
�
周
辺
�
土
地
利
用

状
況
等
�
詳
�
�
記
載
�
�
地
価

調
査
�
関
係
書
面
�
�
町
役
場
及

�
県
庁
�
�
誰
�
�
簡
単
�
閲
覧

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

◎
一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い

て
は
売
買
等
の
取
引
を
す
る
場
合

は
届
出
が
必
要
で
す
�

�

市
街
化
区
域
�
�
�
�
�
�
�

市
街
化
区
域
以
外
�
都
市
計
画
区

域
�
�
�
�
�
�
�
都
市
計
画
区

域
以
外
�
区
域
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
以
上
�
土
地
�
売
買
等

�
行
�
場
合
�
�
一
定
�
区
域
�

除
�
�
�
契
約
�
結
�
�
後
�
週

間
以
内
�
届
出
�
必
要
�
�
�
�
�

買
�
主
�
必
�
町�
政
策
改
革
課
�

�
届
�
出
�
�
�
�
�
�

平
成
16
年
度

地
価
調
査
結
果
�
�
�
�

　

９
月
22
日
に
県
か
ら
平
成
16
年

度
地
価
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
が
、
本
町
に
関
す
る
も
の
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。

１．対前年度変動率（％）

住宅地 商業地 準工業地 工業地 調区内宅地

山形県平均 -3.7 -7.2 -5.3 -5.1 -2.2

白鷹町平均 -2.7 -6.5 － -8.9 －
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　　 歌って変わるの？

こぐ
わ保
育園

つぶ
やき

つぶ
やき アバレンジャー、アンパンマンと

アニメの歌をうたっていたときの

こと

Ａくん「あー、ぼくよ、パーマン

　　　の歌も知ってるぜ」

せんせい「本当。先生もパーマン

　　　　の歌だったら知ってるよ」

Ａくん「うたうぞ」

く
ら
し
の
せ
ん
き
�
講
座

今
月
�
�
�
�

�
寄
附
�
禁
止
�

◆
政
治
家
か
ら
の
寄
附
の
禁
止

�

選
挙
�
有
無
�
関
�
�
�
�
政

治
家
�
選
挙
区
内
�
人
�
�
金
�

物
�
贈
�
�
�
�
�
特
定
�
場
合

�
親
族
�
対
�
�
行
�
場
合
�
�
�

�
除
�
�
一
切
禁
止
�
�
�
�
�

�
�
有
権
者
�
求
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
注
意
�
�
�
�
�

�
禁
止
�
�
�
�
�
寄
附
�
例
�

�
病
気
見
舞
��

�
祭
�
�
�
寄
附
�
差
�
入
�

�
地
域
�
運
動
会
�
�
�
�
�
大

�

会
�
�
飲
食
物
�
差
�
入
�

�
秘
書
等
�
代
理
�
出
席
�
�
場

�

合
�
結
婚
祝
�
香
典

�
葬
式
�
花
輪
�
供
花

�
落
成
式
�
開
店
祝
�
花
輪

�
町
内
会
�
集
会
�
旅
行
等
�
催 

�

�
物
�
�
寸
志
�
飲
食
物
�
差

�

�
入
�

�
入
学
祝
�
卒
業
祝

�
�
中
元
�
�
歳
暮

明るい選挙の

イメージキャラクター

「選挙のめいすいくん」

◆
後
援
会
な
ど
か
ら
の

寄
附
の
禁
止

�

政
治
家
�
�
�
寄
附
�
同
様
�
�

政
治
家
�
後
援
団
体
�
後
援
会
�

�
�
�
行
�
寄
附
�
政
治
家
�
関

係
会
社
�
�
�
�
�
寄
附
�
�
�

禁
止
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�

�
後
援
団
体
�
設
立
目
的
�
�
�

行
�
行
事
�
�
�
事
業
�
関
�
�

寄
附
�
�
例
外
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
場
合
�
花
輪
�香
典
�祝

儀
�
�
�
禁
止
�
�
�
�
�
�
��

�

金
銭
�
品
物
�
�
政
治
家
�
贈

�
�
�
�
有
権
者
�
求
�
�
�
�

政
治
家
�
�
受
�
取
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
運
動
�
�
推
進
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
運
動
�
�

�
�
�
�
選
挙
�
�

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
�

白
鷹
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

事
務
局
�
☎
85

－

６
１
２
０
�

せんせい「どうぞ」

Ａくん「パーマン！ピーマン！プ

　　　ーマン！･･･」

せんせい「？？？」

Ａくん「じょうずだべ」

以前の歌が変わったのかな？

あ
な
た
の
能
力
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

平
成
17
年
度
採
用

白
鷹
町
立
病
院
職
員
�
募
集
�
�
�

▼
試
験
日　
　

１
次
試
験　

11
月
６
日
（
土
）　　
　

▼
試
験
会
場　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
２
階　

会
議
室
）　

▼
受
付
し
め
き
り　

10
月
25
日
（
月
）
ま
で

▼
試
験
内
容　

１
次
試
験
…
教
養
試
験
、
作
文
試
験

　
　
　
　
　
　

２
次
試
験
…
面
接
試
験（
１
次
試
験
合
格
者
対
象
）

▼
書
類
提
出　

①
白
鷹
町
立
病
院
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書

　
　
　
　
　
　

②
写
真
（
横
３
㌢
×
縦
４
㌢
、
無
帽
、
上
半
身
、

　
　
　
　
　
　

正
面
の
写
真
で
、３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）

※
応
募
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
10
月
25
日
の
消
印
有
効
）

▼
採
用
予
定
年
月
日　

平
成
17
年
４
月
１
日

■
応
募
と
問
い
合
わ
せ　

〒
９
９
２

－

０
８
３
１　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
５
０
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
鷹
町
立
病
院
事
務
部
庶
務
係

（
☎
85

－

２
１
５
５
）

�

白
鷹
町
立
病
院
�
��
地
域
�
�
信
頼
�
�
�
病
院
�
�
目
指

�
�
地
域
医
療
�
充
実
�
患
者
�
�
�
�
�
向
上
�
努
�
�
�

�
�
�

理
学
療
法
士

 

�
１
名
�

募
集
職
種
と

人
数

昭
和
40
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
�

理
学
療
法
士
の
免
許
を
有
す
る
か
た
�
ま
た
は
� 

来
春
の
卒
業
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
か
た

受　

験　

資　

格
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11月のパソコン講習会

▼定員　各コース20人　　　　　　　　　　　　▼受講料　実費（各コースごと異なります）
▼テキスト代　実費（各コース1500円前後）　　　▼会場　白鷹町総合情報センター（パワーセンター白鷹隣）
■申込・問い合わせ　白鷹町総合情報センター（☎86－0151）

第
�
回
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

今
回
は
、
山
形
交
響
楽
団
、
指

揮
・
野
崎
智
之
に
よ
る
バ
ロ
ッ
ク

音
楽
で
す
。

▼
い
つ　

11
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
開
演

▼
ど
こ
で　

ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ

▼
料
金　

・
大
人
１
５
０
０
円

・
高
校
生
以
下
１
０
０
０
円

▼
予
定
曲
目　

早
川
正
昭
「
日
本

の
四
季
」、バ
ッ
ハ「
管
弦
楽
組
曲
」

■
問
い
合
わ
せ　

ハ
ー
モ
ニ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
・
御
代
田

（
☎
85

－

３
５
２
３
）
ま
た
は
教

育
委
員
会
文
化
振
興
係
（
☎
85

－

６
１
４
６
）

第
28
回
白
鷹
町
農
業
祭

▼
い
つ　

10
月
31
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時

▼
ど
こ
で　

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま

白
鷹
支
店
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
前

▼
内
容　

・
農
産
物
直
売
・
そ
ば
早
食
競
争

・
も
ち
つ
き
・
牛
乳
プ
レ
ゼ
ン
ト

・
農
産
物
抽
選
会
・
雪
囲
い
講
習

会　

な
ど

「
農
村
風
景
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」

作
品
を
募
集
し
ま
す

▼
対
象　

白
鷹
の
自
然
・
田
園
風
景

▼
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
書
い
て
提
出
（
写
真
サ
イ

ズ
は
四
つ
切
ま
た
は
Ａ
４
版
）

▼
募
集
期
間　

10
月
25
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ　

農
林
課
農
業
振

興
係
（
☎
85

－

６
１
２
５
）
ま
た

は
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
白
鷹
支
店

（
☎
85

－

２
１
２
１
）

新
荒
砥
橋
建
設
促
進
期
成
同
盟

会
総
会
�
�
案
内

　

荒
砥
橋
架
け
替
え
の
早
期
実
現

催　し

を
目
指
し
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
い
つ　

10
月
25
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
用
地
係
（
☎
85

－
６
１
３
９
）

子
�
�
�
�
�
食
�
�
�
�
給

食
�
食
�
�
�
�
�
�
�

　

学
校
給
食
共
同
調
理
場
と
給
食

を
広
く
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
も
う
一
度
懐
か
し
い

給
食
を
食
べ
て
み
た
い
か
た
や
興

味
の
あ
る
か
た
、
来
年
１
年
生
に

な
る
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
保
護

者
の
か
た
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

▼
い
つ　

11
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
昼
12
時

▼
ど
こ
で　

学
校
給
食
共
同
調
理
場

▼
定
員　

30
人
程
度

▼
申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
会
費　

３
０
０
円

▼
し
め
き
り　

10
月
25
日
（
月
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

学
校
給

食
共
同
調
理
場
（
☎
85

－

３
１
３

６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

３
１
２
２
）

白
鷹
町
総
合
防
災
訓
練

▼
い
つ　

10
月
24
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
昼
12
時

▼
ど
こ
で　

鮎
貝
地
区
公
民
館
及

期　日 時　間 予定の講習会 内　容 受講料

11月２日（火） 午前9時～午後4時 ワード入門
文書作成の基本を勉強します。回覧版の案内文もパソコンで
作ってみましょう。

4,000円

11月４日（木） 午前9時～午後4時 ワード応用
文字だけではなく、表や、イラストなどを取り入れた文書を
作ってみましょう。

5,000円

11月16日（火）
　　18日（木）

午後1時～5時 エクセル
表計算の基本と表の作成などを中心に仕事に役立つ勉強をし
てみましょう。

5,000円

11月20日（土） 午前10時～午後5時 年賀状（筆まめ）筆まめのソフトを使って2005年年賀状を作ってみましょう。 5,000円

11月29日（月） 午前9時～午後4時 パソコン入門
初心者のかたでも安心して参加できます。電源の入れ方から
初めてみましょう。

4,000円

11月１日（月）
３日（水）・５日（金）

午後6時～8時 ワード入門
文書作成の基本を勉強します。回覧版の案内文もパソコンで
作ってみましょう

4,000円

11月８日（月）
10日（水）・11日（木）

午後6時～8時 ワード応用
文字だけではなく、表や、イラストなどを取り入れた文書を
作ってみましょう。

5,000円

11月15日（月）
17日（水）・19日（金）

午後6時～8時 パソコン入門
初心者のかたでも安心して参加できます。電源の入れ方から
初めてみましょう。

4,000円

11月22日（月）
24日（水）・26日（金）

22日、24日
午後6時～9時

26日
午後6時～8時

エクセル
表計算の基本と表の作成などを中心に仕事に役立つ勉強をし
てみましょう。

5,000円
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に
基
づ
い
た
市
町
村
計
画
を
策
定

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
町
で
は
、
平
成
12
年
度

か
ら
平
成
16
年
度
ま
で
の
前
期
計

画
に
引
き
続
き
、
平
成
17
年
度
か

ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
後
期
の
計

画
を
作
成
中
で
す
が
、
よ
り
よ
い

計
画
と
す
る
た
め
、
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
も
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す

　

作
成
中
の
計
画
案
は
中
央
公
民

館
、
各
地
区
公
民
館
に
備
え
て
あ

り
ま
す
の
で
（
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
）
ご
覧
を
い
た
だ
き

10
月
22
日（
金
）ま
で
町
政
策
改
革

課
へ
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

政
策
改
革
課
企

画
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
２
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

２
１
２
８
）

行
政
相
談
所
開
設
�
�
知
�
�

　

10
月
18
日
（
月
）〜
24
日
（
日
）

は
行
政
相
談
週
間
で
す
。
行
政
機

関
に
関
す
る
苦
情
・
要
望
な
ど
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密

厳
守
・
相
談
無
料
で
す
。

▼
い
つ　

10
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
担
当　

行
政
相
談
員　

奥
山
正

雄
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
行
政
評
価

事
務
所
（
☎
０
２
３

－

６
３
２

－

３
１
１
３
）
ま
た
は
役
場
健
康
福

祉
課
（
☎
86

－

０
１
１
１
）

行
政
書
士
�
�
利
用
�
�
�
�

　

行
政
書
士
は
、
役
所
な
ど
に
提

出
す
る
書
類
の
作
成
、
相
談
、
申

請
代
理
等
を
行
い
ま
す
。

　

許
可
や
認
可
を
受
け
る
場
合
や
、

相
続
や
契
約
を
す
る
場
合
の
手
続

き
は
、
複
雑
で
専
門
的
に
な
り
、

法
律
や
行
政
手
続
き
に
つ
い
て
の

知
識
が
必
要
で
す
。
大
切
な
手
続

き
に
は
、
行
政
書
士
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
行
政
書
士
の
主
な
業
務　

農
地

を
宅
地
に
す
る
場
合
の
申
請
、
建

設
業
の
許
可
申
請
手
続
き
、
自
動

車
登
録
の
申
請
、
契
約
書
や
示
談

書
の
作
成
、
内
容
証
明
書
の
作
成

な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

県
行
政
書
士
会

長
井
支
部
（
☎
88

－

９
２
６
４
）、

ま
た
は
お
近
く
の
行
政
書
士
へ

�
�
�
�
�
�
�
�
安
心
�
街

�
日
本
一
安
全
�

山
形
県
�
目
指
�
�
�

　

10
月
11
日
（
月
）〜
20
日
（
水
）

ま
で
全
国
地
域
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

おしらせ

白
鷹
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画�
後
期
��
�
意
見
�
�
寄
�

�
�
�
�

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

法
は
人
口
の
著
し
い
減
少
に
伴
っ

て
地
域
社
会
に
お
け
る
活
力
が
低

下
し
、
生
産
機
能
及
び
生
活
環
境

の
整
備
等
が
他
の
地
域
に
比
較
し

て
低
位
に
あ
る
地
域
に
つ
い
て
、

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
対
策
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
特
別
措
置

を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

の
地
域
の
自
立
促
進
を
図
り
、
も

っ
て
住
民
福
祉
の
向
上
、
雇
用
の

増
大
、
地
域
格
差
の
是
正
及
び
美

し
い
風
格
あ
る
国
土
の
形
成
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
財
政
的
支
援
等
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
白
鷹
町
は
過
疎
地

域
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
法
律

募　集

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

▼
い
つ　

・
第
１
種　

11
月
26
日
（
金
）
〜

28
日
（
日
）（
３
日
間
）

・
第
２
種　

12
月
２
日
（
木
）
〜

４
日
（
土
）（
３
日
間
）

▼
ど
こ
で　

山
形
県
建
設
会
館

（
山
形
市
）

▼
受
講
料　

３
万
３
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

▼
受
付
期
間　

10
月
20
日
（
水
）

〜
31
日
（
日
）

▼
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
に

・
自
転
車
は
「
防
犯
登
録
・
二
重

ロ
ッ
ク
」
を

・
自
動
車
は
「
キ
ー
抜
き
・
ド
ア

ロ
ッ
ク
」
を

・
オ
ー
ト
バ
イ
は
「
キ
ー
抜
き
・

ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
」
を

・
玄
関
ド
ア
や
窓
は
必
ず
カ
ギ
を

▼
自
動
販
売
機
ね
ら
い
の
被
害
を

防
止
す
る
た
め
に

・
管
理
者
は
、
自
動
販
売
機
に
必

要
以
上
の
お
金
を
入
れ
て
お
か
な
い
。

・
チ
ェ
ー
ン
カ
ギ
を
取
り
付
け
る
。

・
自
動
販
売
機
を
壊
し
て
い
る
人
、

買
い
求
め
る
様
子
の
な
い
駐
車
車

両
を
見
か
け
た
ら
１
１
０
番
。

▼
暴
力
団
を
追
放
す
る
た
め
に

・
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
、
暴
力
団

に
金
を
出
さ
な
い
、
暴
力
団
を
利

用
し
な
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
警
察
署
生

活
安
全
課
（
☎
84

－

０
１
１
０
）

社
労
士
業
務

�
�
�
�
�
電
話
相
談
会
�

▼
い
つ　

11
月
７
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
夜
８
時

▼
ど
こ
で　

食
糧
会
館（
山
形
市
）

▼
相
談
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０

－

５
４
８

－

６
６
４

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
社
会
保

険
労
務
士
会
（
☎
０
２
３

－

６
３

１

－

２
９
５
９
）

び
鮎
貝
粡
町
地
内

▼
内
容　

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
、
初

期
消
火
訓
練
、
水
防
訓
練
な
ど

●
各
地
区
秋
季
消
防
演
習

蚕
桑　

10
／
24　

午
後
１
時

鮎
貝　

10
／
24　

午
前
８
時
30
分

荒
砥
十
王　

10
／
24　

午
前
９
時

鷹
山　

10
／
16　

午
前
９
時

東
根　

10
／
24　

午
後
１
時

＊
当
日
、
ポ
ン
プ
車
の
サ
イ
レ
ン

が
鳴
り
ま
す
。
火
災
と
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
生
活
安

全
係
（
☎
85

－

６
１
２
２
）

▼
申
込
書
入
手
先　

消
防
本
部
、

消
防
署
、
各
消
防
分
署
、
県
庁
消

防
防
災
課

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

消
防
設
備
保
守
協
会
（
県
庁
消
防

防
災
課
内
・
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
１
４
７
）
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平
成
16
年
９
月
30
日
、
町
長
室
に

Ｔ
さ
ん
ご
夫
妻
が
み
え
ら
れ
た
。
関

東
圏
に
住
む
か
た
で
来
年
度
か
ら
本

町
に
移
り
住
む
予
定
で
、
白
鷹
町
民

に
な
ら
れ
る
か
た
で
あ
る
。
も
と
も

と
は
山
形
県
出
身
の
か
た
で
あ
る
が
、

学
生
時
代
か
ら
首
都
圏
等
に
住
ま
わ

れ
、
本
年
度
に
定
年
退
職
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
ご
夫
婦
で
話
し
合
わ
れ
、

こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
、
人
生
を
田
舎

の
方
で
雪
の
あ
る
と
こ
ろ
と
、
白
鷹

を
選
択
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
た
で
あ

る
。
人
の
縁
と
は
不
思
議
な
も
の
で

あ
る
。
８
カ
月
ほ
ど
前
、
あ
る
席
上
、

わ
た
し
の
職
務
上
の
知
人
Ａ
さ
ん
が

何
気
な
く
わ
た
し
に
話
を
さ
れ
た
。

関
東
圏
に
住
ん
で
い
る
学
生
時
代
か

ら
の
友
人
が
今
度
定
年
退
職
さ
れ
る
。

こ
れ
を
期
に
今
度
は
田
舎
に
、
山
里

に
住
み
た
い
、
雪
の
あ
る
と
こ
ろ
も

良
い
と
言
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
。
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
即
座
に
返
答
し
た
。
白
鷹

に
は
ぴ
っ
た
り
の
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
よ
、
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
と
話
を

進
め
た
。
そ
の
後
、
具
体
的
に
話
が

進
ん
で
い
き
、
本
日
に
至
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
住
む
こ
と
に
な
る
そ
の

地
区
に
つ
い
て
、司
馬
遼
太
郎
著「
街

道
を
ゆ
く
」
の
中
で
「
作
っ
た
み
た

い
に
美
し
い
村
で
す
ね
」
と
表
現
さ

れ
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
冬

の
景
観
に
つ
い
て
等
々
、
助
役
や
課

長
を
交
え
地
域
の
話
が
は
ず
ん
だ
。

新
し
い
居
住
は
期
待
と
不
安
で
あ
ろ

う
。
本
当
に
地
域
の
中
で
幸
せ
に
住

ん
で
ほ
し
い
と
思
う
。
10
月
１
日
は

白
鷹
町
が
誕
生
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど

半
世
紀
、
50
周
年
の
節
目
と
な
る
日

で
あ
る
。
そ
の
前
日
と
な
る
９
月
30

日
に
、
こ
の
よ
う
に
新
た
に
こ
れ
か

ら
町
民
に
な
ら
れ
る
か
た
を
迎
え
ら

れ
る
と
は
、
な
ん
と
も
さ
わ
や
か
で

う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
る
。

　

都
市
と
農
村
で
は
社
会
環
境
、
自

然
環
境
が
大
幅
に
違
う
。
同
じ
条
件

の
と
こ
ろ
は
一
つ
と
し
て
な
い
。
そ

の
違
う
中
で
人
び
と
は
居
住
の
選
択

を
結
果
と
し
て
行
う
。
そ
し
て
大
事

な
の
は
、
住
ん
で
い
る
条
件
に
つ
い

て
お
互
い
が
自
信
を
持
つ
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
ゆ
る
や

か
に
認
め
合
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

地
域
だ
か
ら
こ
そ
と
感
じ
ら
れ
実
感

で
き
る
地
域
の
質
の
高
さ
を
創
り
上

げ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
自
立
し
て

い
る
町
、
自
立
し
て
い
る
地
域
と
は

な
ん
だ
ろ
う
。
自
立
に
つ
い
て
の
考

え
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
大
事
な
こ

と
は
、
わ
た
し
は
、
人
の
側
面
か
ら

み
れ
ば
、
そ
の
地
域
に
合
っ
た
生
活

の
質
の
高
さ
と
心
の
満
足
度
が
高
い

こ
と
、
町
（
地
域
）
に
対
し
て
住
む

人
び
と
が
自
信
・
誇
り
を
持
っ
て
い

る
こ
と
、
持
て
る
こ
と
、
そ
し
て
自

然
環
境
が
輝
い
て
い
る
こ
と
、
大
事

に
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
う
。
自

治
体
は
そ
の
た
め
に
存
在
価
値
が
あ

る
。
よ
く
言
わ
れ
る
単
な
る
自
治
体

財
政
が
豊
か
で
あ
る
と
か
豊
か
で
な

い
と
か
は
、
要
素
の
一
つ
で
あ
る
。

　

10
月
３
日
、
白
鷹
町
誕
生
50
周
年

記
念
式
典
が
多
く
の
町
民
の
か
た
が

た
の
参
加
の
も
と
に
行
わ
れ
た
。「
み

つ
め
よ
う
白
鷹
、
翔
こ
う
未
来
へ
」

の
テ
ー
マ
で
。
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●9月1日 ▼9月30日

　 お く や み　　
 住所　　 氏　　　名　 年齢
鮎　貝　鈴　木　三　郎　63
畔　藤　紺　野　し　ん　90
横田尻　四　釜　き　く　77
横田尻　金　田　健一郎　82
荒砥甲　安　部　孝　一　84
鮎　貝　　堀　　ミヨシ　97
荒砥甲　堀　川　み　よ　77
畔　藤　大　木　きみの　75
中　山　鈴　木　幸　子　78
荒砥甲　 　地　よ　し　88
荒砥甲　廣　瀨　ま　さ　97
山　口　榎　本　き　よ　90
横田尻　柏　谷　春　男　67
山　口　　菅　　祐　男　62
荒砥甲　　東　　太　市　78
鮎　貝　丸　川　正　一　76
荒砥甲　佐　藤　はつゑ　83
荒砥乙　松　澤　き　く　83
山　口　髙　木　貞　一　76
横田尻　照　井　文　吾　85
鮎　貝　土　屋　昭　市　71
高　玉　児　玉　み　の　87

No.904
2004-10

-14

広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍係にお申し出ください。
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�
町
誕
生
50
周
年
�

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名
荒砥乙 大木 嘉　弘 飛

ひゅう

　河
が

里　佳

荒砥甲 小林 雄　二 琉
りゅう

　一
いち

美　夏

萩　野 大滝 智　和 愛
あい

　羅
ら

ゆかり

荒砥乙 衣袋 文　彦 瑛
あき

　士
と

美　和

萩　野 紺野 桂　馬 稜
りょう

　真
ま

美　穂

荒砥甲 墨川 友　和 琉
りゅう

　聖
せい

綾　美

横田尻 渋谷 直　樹 亜
あ

　純
ずみ

悦　子

十　王 加藤 和　弥 海
かい

　斗
と

美　幸

浅　立 鈴木 　晃 美
み

　空
く

京　子

横田尻 金田 信　広 七
な

　海
み

亜希子

鮎　貝 横澤 寿　喜 星
せい

　哉
や

美由紀

畔　藤 大木 和　彦 秋
しゅう

　華
か

千　春

畔　藤 平井 清　重 花
か

　奈
な

かおる

鮎　貝 鈴木 広　貴 ひびき博　子

荒砥甲 草刈 直　樹 も　も知恵美

畔　藤 紺野 隆　信 巧
たく

　夢
む

信　子

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（末　野　正　徳　　中山町
安　部　美佐子　　鮎　貝

（齋　藤　吉　邦　　深　山
齋　藤　麻　美　　十　王

（樋　口　秀　人　　深　山
岡　部　良　子　　長井市

（渡　部　孝　之　　長井市
工　藤　里　子　　荒砥乙

（新　野　好　正　　畔　藤
　森　　貴　恵　　北海道

（　蹄　　　亨　　　中　山
齋　藤　　瞳　　　長井市

（樋　口　裕一郎　　高　玉
ティー ロドリゲーズ ルビー　　フィリピン

〈８／23婚姻〉


